
　去る、11 月 1 日（土）、文化祭の開式において、
本市の発展や社会福祉の増進、消防団活動、生涯学
習の推進等に多大な貢献をされた 17 名の方々に、
平成 26 年度市民表彰が贈られました。
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受賞者の皆さん、おめでとうございました。
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2014・12　広報いわで　　2【市民憲章】私たちは緑の山と紀の川の清流に育まれた岩出市の市民であることに誇りをもち
平和を重んじ豊かなまちをつくるためにこの憲章を定めます

岩 出 市 一 般 会 計 決 算 状 況
平成 25 年度

　岩出市では、市民の皆様に納付いただいた税金等が実際どのように使われているのかをご理解いただくため

に、年２回財政状況についてお知らせしています。

　今回は平成 25 年度の一般会計決算状況についてお知らせします。　問　財務課　☎ 62-2141（内線 363）

歳入歳出決算の概要

歳入総額
158 億 9,277 万円

（対前年 6 億 3,577 万円増）

歳出総額
152 億 3,984 万円

（対前年 6 億 8,309 万円増）

市民 1 人当たりの決算額

　歳入歳出差引は 6 億 5,293 万円の黒字となり、その内の 2 億 2,439 万円は平成 25 年度

の繰越事業費の財源として繰り越され、残りの 4 億 2,854 万円は実質収支として平成 26

年度に繰り越されます。

歳　入 296,856円

歳　出 284,660円

貯　金 100,508円

借　金 161,146円

人口（H26.3.31時点） 53,537人

議会費 総務費 民生費 衛生費 農林業費 商工費

土木費 消防費 教育費 災害復旧費 公債費 諸支出金
3,019 円 25,347 円

32,593 円 12,035 円

100,480 円 43,325 円

25,896 円 547 円

4,381 円 972 円

12,332 円23,733 円

障 害 者 総 合 支 援 給 付 費、
生活保護扶助費などの社
会保障関係費の増加によ
り、対前年 7,755 万円増

クリーンセンター運転管
理費などにより、 対前年
3,122 万円増

社会保障関係費に係る国
県支出金及び社会資本整
備総合交付金の増加によ
り、 対 前 年 3 億 4,855 万
円増

押川根来線、 根来安上線
などの社会資本整備総合
交付金事業費及び下水道
事業特別会計繰出金の増
加により対前年 2 億 2,911
万円増

将来の負担を軽減するた
め、 期限を繰り上げて借
金を返済（繰上償還） し
た こ と に よ り、 対 前 年 1
億 6,531 万円増

市税

53 億 6,801 万円

地方交付税

33 億 6,903 万円

国県支出金

32 億 8,749 万円

市債
8 億 1,773 万円

その他

30 億 5,051 万円

民生費

53 億 7,942 万円

衛生費

23 億 1,947 万円

土木費

17 億 4,494 万円

教育費

13 億 8,637 万円

公債費

12 億 7,062 万円

その他

31 億 3,902 万円

100,480 円 43,325 円

547 円

25,347 円

歳入歳出差引
6 億 5,293 万円



3　　広報いわで　2014・12 【市民憲章】自然を大切にしきれいなまちをつくりましょう

歳入歳出決算の概要

●健全化判断比率
　各指標については以下のとおりとなり、実質赤字比率、連結実質赤字比率及び将来負担比率は昨年度同様「なし」で、

実質公債費比率は 1.3 ポイント改善し、4.0％となりました。

指標 内容 岩出市

実質赤字比率 一般会計を中心とした赤字の割合 なし

連結実質赤字比率
一般会計のほか、特別会計及び企業会計も含め
た赤字の割合 なし

実質公債費比率 年間の借金返済額の割合 4.0％

将来負担比率 将来に負担が見込まれる負債（借金など）の割合 なし

早期健全化基準

13.46％

18.46％

25.0％

350.0％

※早期健全化基準を上回ると、財政健全化に向けた取組を進めなければなりません。

●その他の指標
　財政力指数　0.608

　標準的な行政サービスを提供するた

　めのお金を市税等の市が単独で収入

　できるお金で賄える割合。

経常収支比率　84.2％

借金の返済などの義務的な費用に、市

税等の経常的なお金が使われる割合

で、比率が低いほど財政にゆとり・柔

軟性があることを表します。

和歌山県
9 市中

2 位
平均 0.525

和歌山県
9 市中

1 位
平均 92.2％

貯金、借金の状況

●貯金（一般会計基金残高）の推移 ●借金（一般会計基金残高）の推移

●今後の見通し
　貯金については今後予定されている事業や増加し続ける社会保障関係費などにより、取崩がやむを得ない状況が想定さ

れます。一方、借金については着実に減少していくことが見込まれます。

平成 26 年度以降に行われる事業に充
てるため、また不測の事態に備えるた
めに積立を行い、対前年 4 億 4,247 万
円増

通常の償還に加え、 繰上
償還を実施したため、 対
前年 3 億 2,059 万円減

～　用　語　説　明　～

・ 市税：市民の皆様に納付いただく税金

・ 地方交付税：所得税・消費税・酒税などの国税  

   のうち、一定割合を市町村に交付される交付金

・ 国県支出金：道路整備等の事業費や老人医療・ 

   児童手当の給付費等に対し、国や県が一定割合 

   を負担補助する補助金

・ 市債：事業などで多額の資金が必要な時に、国 

   や金融機関から受ける融資

・ 議会費：市議会の活動に要する経費

・ 民生費：高齢者・障害者福祉、児童手当、保育 

   所運営など福祉向上に要する経費

・衛生費：検診、母子保健事業、ごみ収集処理な

   どの経費

・ 農林業費：農林業振興、水路改修などの経費

・ 商工費：産業振興費、観光対策などの経費

・土木費：道路、河川、公園など公共施設の建設  

   整備の経費

・ 消防費：防災訓練など、予防啓発、初期消防活 

   動などに要する経費

・ 教育費：学校教育、生涯教育などに要する経費

・ 災害復旧費：災害が発生した時に要する経費

・ 公債費：市債の返済に要する経費

・ 諸支出金：事業を継続的に行っていくための基

   金への積立等に要する経費

28 億
7,317 万円

32 億
693 万円

39 億
6,335 万円

49 億
3,843 万円

53 億
8,090 万円

94 億
6,815 万円

92 億
5,200 万円

91 億
2,257 万円

89 億
4,788 万円

86 億
2,729 万円

平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度
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●部門別職員数の状況（各年４月１日現在）

（注）教育、総合計には教育長を含みます。

標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務を表しています。

●一般行政職の級別職員数等の状況（平成 26 年 4 月 1 日現在）

（注）

岩 出 市 職 員 の 給 与 等 の 現 状

議会   総務
  企画 税務 民生 衛生   農林

  水産 商工 土木 一般行政
部門計 教育 水道 下水道 その他 総合計

平成 25 年 3 50 19 90 37 15 3 20 237 38 14 11 23 323

平成 26 年 3 52 20 88 37 14 2 19 235 39 15 12 23 324

職務の級 標準的な職務内容

7 級 理事、部長及び局長の職務

6 級 次長及び課長の職務

5 級 副課長の職務

4 級 課長補佐の職務

3 級 係長の職務

2 級
高度な知識と経験を必要と
する業務を行う職務

1 級 定型的な業務を行う職務

岩出市職員の給与等の現状および人事行政の運営状況はウェブサイトでご覧になれます。（http://www.city.iwade.lg.jp/）

●人件費の状況（普通会計決算）

（注）人件費は、一般職の給与、共済費、特別職の給与、

各種委員報酬等の普通会計に属する部分について集計したものです。

平成 25 年度歳出総額 15,201,712　千円
人　件　費       　      2,168,834　千円

人件費以外 13,032,878　千円

級別職員数の状況

14.3％
人件費

85.7％
人件費以外

3.7

７級

平成 21 年の構成比平成 26 年の構成比

2.8

11.7 12.8

6.4
10.0

13.8

19.2
15.5

19.7

６級 ５級 ４級 ３級 ２級

（注）給与等勤務条件は、職員の給与に関する条例に基づき、給料のほか扶養手当、通勤手当、期末勤勉手当等が支給

されます。学歴や職歴等および在職者との調整があります。

（注 1） ラスパイレス指数とは、国家公務員の給料水準を 100 としたときの地方公務員の給料水準を示したもの

です。数値が低いほど人件費を抑制しているといえます。

（注 2）  参考値は、国家公務員の時限的な（2 年間）給与改定特例法の措置が無いとした場合の値です。

（注 3）平成 25 年 7 月 1 日現在の値です。国の要請を踏まえた給与減額措置の施行状況等を反映しています。

●ラスパイレス指数   （注 1）の状況（平成 25 年 4 月 1 日現在）

●職員の初任給の状況 （平成 26 年４月１日現在）

区　　分 岩出市 和歌山県 国

一般行政職 大学卒 172,200 円 178,800 円 一般 172,200 円
高校卒 140,100 円 144,500 円 140,100 円

平成 25 年 岩出市 105.1 和歌山県 108.6 全国市平均 106.6
平成 25 年（参考値）（注 2） 岩出市 97.1 和歌山県 100.3 全国市平均 98.5
平成 25 年（7 月時点の指数）（注 3） 岩出市 100.8 和歌山県 100.9 全国市平均 104.0

12.8

33.3

1 級

25.5

12.8

（単位：人）
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（平成 26 年 4 月 1 日現在）●特別職の報酬等の状況

（平成 26 年 8 月 1 日現在）

●職員の平均年齢、平均給料月額の状況

●職員の期末手当・勤勉手当の状況

（注）技能労務職員については、給料表の３級までを運用し、給与の抑制をしています。

●職員の退職手当の状況

(  ) 内は、再任用職員に係る支給割合です。

（単位：月）

●職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況

（平成 26 年４月１日現在）

（平成 26 年４月１日現在）

区　　分 経験年数
10 年以上～ 15 年未満

経験年数
20 年以上～ 25 年未満

一般行政職 大学卒 276,100 円 370,900 円
高校卒 230,800 円 320,800 円

区　分 期末手当
( 平成 25 年度支給割合 )

勤勉手当
( 平成 25 年度支給割合 )

合　計

６月期 1.225（0.65） 0.675（0.325）1.9   （0.975）
12 月期 1.375（0.8） 0.675（0.325）2.05（1.125）

職制上の段階、職務の級等による加算措置：　有

区　分 自己都合 定年・応募認定
勤続 20 年 21.62 月分 27.025 月分
勤続 25 年 30.82 月分   36.57 月分
勤続 35 年 43.70 月分   52.44 月分
最高限度額 52.44 月分   52.44 月分

退職時特別昇給 無
その他の加算措置 定年前早期退職特例措置（2% ～ 45% 加算）

区　分 給料月額 期末手当
（平成 25 年度支給割合）

区　分 報酬月額 期末手当
（平成 25 年度支給割合 )

給料
市　長 750,000 円

2.95 月分 報酬
議長 440,000 円

3.95 月分副市長 620,000 円 副議長 390,000 円
教育長 560,000 円 議員 360,000 円

区　分 平均年齢 平均給料月額 区　分 平均年齢 平均給料月額

岩出市 一般行政職 40.0 歳 298,900 円 和歌山県 一般行政職 42.7 歳 333,440 円
技能労務職 51.3 歳 276,200 円 技能労務職 51.7 歳 328,845 円

問　総務課 人事係　☎ 62-2141（内線 130）

平成 27 年度採用　岩出市職員採用試験
（第 3 回）を実施します！

◎募集区分　技　師（経験者採用含む）　３名

◎受付期間
　・持参　12 月１日（月）～ 12 日（金）

　　　　　　（平日９時から 17 時）

　・郵送　12 月 12 日（金）までの消印有効

◎試験日・場所
　・一次試験（筆記）　

　　平成 27 年１月 10 日（土）　岩出市役所

　・二次試験（適正試験（筆記）・作文・面接）

　　試験日及び場所は一次試験合格者に通知します。

◎受験資格
○技師（土木）（経験者採用除く）
　土木の専門課程（準じる課程を含む）を修了した方

又は平成 27 年３月末までに修了見込みの方

ア　大学卒（平成 27 年３月卒業見込含）の方で昭和　

　62 年４月２日から平成５年４月１日までに生まれた方

イ　短大卒（平成 27 年３月卒業見込含）の方で平成元 

　年４月２日から平成７年４月１日までに生まれた方

○技師（土木）（経験者採用）
　昭和 50 年４月２日以降に生まれた方で、学校教育法

による大学、短期大学、高等学校において土木の専門課

程を修了及び卒業し、土木施工管理技士（１級）の資格

を有する方で、平成 26 年 12 月 31 日までに、民間企

業や行政機関等で土木業務に３年以上の継続勤務経験が

ある方　※地方公務員法第 16 条に規定する欠格事項に

該当する方は受験できません。

◎試験案内の交付
　岩出市役所総務課において交付します。

　岩出市ウェブサイトからもダウンロードできます。

問　総務課  人事係　☎ 62 ‐ 2141（内線 130）
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情報Topicsトピックス

【岩出市巡回バス】【紀の川コミュニティバス】

　12 月は通常どおり運行します。

　どちらも 1 月 1 日（木）から 3 日（土）ま

で運休します。

【大阪方面路線バス（岩出～樽井線）】

　12 月 27 日（土）から 1 月 4 日（日）まで土・

休日用ダイヤで運行します。

　上記期間は、初詣等による交通渋滞が発生

し、運行の遅延が予想されます。

　ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力を

お願いいたします。

問　和歌山バス那賀株式会社　☎ 75 ‐ 2151

　　総務課  総務係  ☎ 62 ‐ 2141（内線 131）

年末年始のバス運行について

休日や夜間に利用可能な病院

【那賀休日急患診療所】

　紀の川市東大井 350　☎ 77 ‐ 6410

　◆診療科目　内科・外科

　◆診療時間　午前９時～正午、午後１時～４

　　時 30 分、午後８時～ 10 時（12 月 14 日（日）

　　～平成 27 年 3 月 15 日（日）まで）

【和歌山県救急医療情報センター】

　365 日 24 時間対応。

　近くの医療機関の案内があります。

　☎ 073 ‐ 426 ‐ 1199

【和歌山市夜間・休日救急診療センター】

　( 夜間・休日診療 )　

　☎ 073 ‐ 425 ‐ 8181

問　保健推進課  ☎ 61 ‐ 2400

【瑞宝単光章】

野
の ぐ ち

口　真
ま き こ

起子
（児童福祉功労／元　岩出

【瑞宝単光章】

今
い ま き

城　義
よしつぐ

次
（警察功労／元　和歌山県

【黄綬褒章】

小
お が わ

川　浩
ひろし

（業務精励〈建築設計監理業〉／

代表取締役）

叙勲・褒章おめでとうございます。

【厚生労働大臣表彰】

小
お ぐ ら

倉　しのぶ
（食生活改善推進協議会会長）

【法務大臣表彰】

岩
いわにし

西　雅
ま さ じ

司
（人権擁護委員）

保育所所長） 警部補）

大臣表彰おめでとうございます。

　市役所の一般事務は、12 月 27 日（土）か

ら 1 月 4 日（日）まで休業します。

　1 月 5 日（月）からは、通常どおり事務を行

います。

問　岩出市役所  ☎ 62 ‐ 2141

年末年始の市役所事務について
　12 月 15 日（月）から、大阪方面路線バス（岩

出樽井線）が、平日もりんくうタウン方面便の

運行を開始します！　

　詳細な時刻表については、市役所などの公共

施設、市ウェブサイト等にてご確認ください。

問　和歌山バス那賀株式会社　☎ 75 ‐ 2151

　　総務課  総務係  ☎ 62 ‐ 2141（内線 131）

大阪方面へますます便利に！

【瑞宝単光章】

野
の ぐ ち

口 真
ま き こ

起子
（児童福祉功労／元　岩出

叙勲・褒章おめでとうございます。

大臣表彰おめでとうございます。

現　小川一級建築士設計事務所
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月 日 曜 可燃物ごみ 不燃物ごみ 資源ごみ 持込ごみ

12

月

22日 月 東側

　午前8時から午後3時まで受け付け

ます。

　上記受付時間以外の受け付けでき

ませんのでご注意ください。

23日 火 西側
24日 水 西側
25日 木 東側 西側
26日 金 西側 東側
27日 土 市内全域
28日 日
29日 月 東側
30日 火 市内全域
31日 水

　12月31日（水）から１月４日（日）までの５日間、クリーンセンターは休業いたし

ます。　　　　　                           

　ごみ収集は１月５日（月）から平常通り開始いたします。1

月

1日 木
2日 金
3日 土
4日 日
5日 月 東側
6日 火 西側
7日 水 東側

市民の皆様へ

年末・年始のごみの収集と持ち込み受付日程表

年末・年始のごみ収集は次のとおりです

年内収集最終日

可燃物ごみ 市内全域 12月30日（火）
不燃物ごみ 市内全域 12月27日（土）

資源ごみ
東側 12月26日（金）
西側 12月25日（木）

持込ごみ
受付

12月22日（月）から
30日（火）まで

時間
午前8時から
午後3時まで

持込ごみ受付時間
（1月5日以降）

一般
月曜日から金曜日（午前８時３０分から正午まで）
土曜日（午前８時３０分から午後３時まで）

事業者及び事業所
月曜日から金曜日（土曜日は搬入できません。）
午前７時３０分から午後４時まで(計量完了）

1 月 5 日（月）から平常どおりの収集および持込の受付となります

　年末年始のごみ収集や持込ごみについては、岩出クリーンセンター（☎ 62 ‐ 0814）までお問い合わ

せください。

　毎年 12 月は各家庭からのし尿収集の申込みが集中するため、那賀衛生センターでは短期間に

大量のし尿を処理しなければなりません。施設に無理が生じて住民の皆さまに大変なご迷惑をお

かけする恐れがありますので、し尿の計画収集にご協力を賜りますようお願い申し上げます。

◎年末年始の受付業務休止日　

　12 月 28 日 ( 日 ) ～平成 27 年１月４日 ( 日 )

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問　生活環境課　☎ 62 ‐ 2141（内線 186）

年末のし尿汲み取り申込み

◎県道泉佐野岩出線　「東側」　◎県道泉佐野岩出線　「西側」
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軽減税率の廃止

年齢：H27.4.2 現在

総務課 危機管理係☎ 62-2141（内線 122）

12 月 7 日（日）は一日防火デーです
　岩出市では火災の多いシーズンを迎えるにあたり、火

災予防運動の一環として、市民の防火思想の高揚を図る

ため、毎年 12 月の第１日曜日（今年は、12 月 7 日）を、

一日防火デーとしています。

　つきましては、「一日防火デー」として区・自治会等

で消火訓練を計画し、地区担当の消防団と打ち合わせの

うえ、住民の皆さんで消火器の正しい使用方法の習得等

を目的とした効果ある訓練を行いましょう。

市内放送などを
メールで確認できます！
～岩出市安心・安全メール配信サービス～

　岩出市安心・安全メール配信サービスは、行政情報（市内放送）や学校・保育所情報など

に関する情報を、登録いただいた携帯電話やパソコンに、メールでお知らせするサービスで

す。いつでもどこでもタイムリーな情報が受け取れます。

◆登録方法（空メール送信の場合）
①迷惑メール防止機能の解除

　登録を行う前に、迷惑メール防止機能をご使用

の場合は、「info@city.iwade.lg.jp」からのメール

を受信できるように設定してください。

②空メール送信　iwade@entry.mail-dpt.jp　

　上記アドレスにメールを送信してください。（件

名、本文の記入は不要です。）

　携帯電話の場合は、下記のＱＲコードを読み込

んでメールを送信することも可能です。

③仮登録メールが届きます　

　仮登録メールが 30 分以内に届きます。30 分

以内に仮登録メールが届かない場合は、「info@

city.iwade.lg.jp」からのメールが受信できる設

定になっていない可能性があります。①の設定

をご確認後、再度②から操作してください。

◆利用上の注意
　登録は、無料です。登録や削除、メールの受

信にかかる通信料やパケット料は、登録する方

の負担になります。

　配信された情報は、個人の責任において利用

してください。

◆登録方法についての問い合わせ先
　総務課  情報推進室　

　☎ 62 ‐ 2141（内線 135 ～ 137）

配信情報の種類・内容
行政情報 市内放送の内容及び岩出市が特に必要と判断した情報など
安全・安心情報 岩出市で起こった事件・不審者情報・緊急情報など
学校・保育所情報 各小・中学校、各保育所の緊急時の連絡など
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税務課  市民税係 ☎ 62-2141（内線 141 ～ 144）

平成 27 年度から適用される

①適用期限の延長
　適用期限が 4 年間延長され、平成 29 年 12 月 31 日

までに居住した方が対象となります。

②控除限度額の拡充
　平成 26 年 4 月 1 日から平成 29 年 12 月 31 日までに

居住を開始した場合の控除限度額が 136,500 円に拡充

されます。

市県民税の主な改正
住宅借入金等特別税額控除の延長及び拡充

　上場株式等の配当・譲渡所得等に係る 10％軽減税率

（所得税 7％、市県民税 3％）の特例措置は、平成 25 年

12 月 31 日をもって廃止されました。

　平成 26 年 1 月 1 日以後は、本則税率の 20％（所得

税 15％、市県民税 5％）が適用されます。

上場株式等の配当・譲渡所得等に係る
軽減税率の廃止

居住開始年月日 控除限度額
平成26年1月1日から
平成26年3月31日まで

所得税の課税総所得金額等の5％
（最高97,500円）

平成26年4月1日から
平成29年12月31日まで

所得税の課税総所得金額等の7％
（最高136,500円）

改正前（H25.12.31まで） 改正後（H26.1.1から）
所得税 7％ 15％

市県民税 3％
（市民税1.8％、県民税1.2％）

5％
（市民税3％、県民税2％）

合計 10％ 20％

福祉課  児童福祉係  ☎ 62-2141（内線 325・338）

平成 27 年度保育所（園）等
利用申込受付〈一次募集〉

※保育年次（生年月日で区別）
・年長（5 歳児）…H21.4.2 生～ H22.4.1 生

・年中（4 歳児）…H22.4.2 生～ H23.4.1 生

・年少（3 歳児）…H23.4.2 生～ H24.4.1 生

・4 年（2 歳児）…H24.4.2 生～ H25.4.1 生

・5 年（1 歳児）…H25.4.2 生～ H26.4.1 生

・6 年（0 歳児）…しらゆり・さくら　生後 6 か月以上  

  の児童。おひさま・山崎北　生後 6 週以上の児童。

○申込書の配布日　11 月４日（火）から配布中

○配付場所　　　　各市立・私立保育所（園）

　　　　　　　　　岩出市役所福祉課

○利用申込書の受付について
　平成 27 年 4 月に、保育所（園）等へ新規利用を希望
される方のみ右記表のとおり受付を行います。

※平成 27 年 5 月以降の利用を希望される方は随時募集

　となりますので、今回受付はできません。

○利用できる児童は、家庭において必要な保育を受ける

　ことが難しい方です。

○利用申込者が定員を超えた場合は、入所審査会で厳正

　な審査を行って利用調整いたします。その場合、希望

　の保育所（園）等を利用できない場合がありますので

　ご了承ください。

【申込受付日程】

○日程　12 月 2 日（火）～ 19 日（金）（土・日除く）

○時間　午前 9 時～午後 5 時

○場所　岩出市役所　3 階　第 6 会議室

施設名 電話番号 所在地 受入年齢

公

立

岩出保育所 62-2402 清水196-1

1歳以上
山崎保育所 62-2844 湯窪59
根来保育所 62-2701 根来1281
上岩出保育所 62-2814 南大池72

私

立

しらゆり保育園 62-8678 今中98 0歳以上 

（生後6か月以上）さくら保育園 62-6200 新田広芝182

おひさま保育園 63-0269 岡田550 0歳以上

（生後6週以上）山崎北保育園 62-0732 金池354

【保育所（園）等施設名及び所在地】 年齢：H27.4.2 現在

幼稚園の利用を希望される
方は、希望する幼稚園に直接
お問い合わせください。
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「前向き子育てプログラム」
福祉課  児童福祉係  ☎ 62-2141　（内線 337）

  講演会　参加者募集
「子育てってたいへん・・・・」　「こんな悩みは私だけ？」

★誰もが持っている子育ての悩み
★ちょっとした方法や技術を学ぶことで、子どもとの関 
　わりを良い方向に変えることができます
　『トリプルＰ：前向き子育てプログラム』はオースト

ラリアで開発され、世界 25 カ国以上で実施されている

親向けの参加体験型の学習プログラムです。

　子どもの問題を親がどのようにとらえるのか、どんな

関わりをもったら子どもの問題が改善されるのか、子ど

もの発達が上手に促されるのか…

　子どもの自尊心を育み､ 子育てを楽しく前向きにして

いくために、必要なヒントをお伝えします。

○日程　平成 27 年 1 月 14 日（水）、1 月 21 日（水）、

　　　　1 月 28 日（水）、2 月 3 日（火）、2 月 19 日（木）

○時間　午前 10 時～正午

○対象　子どもをお持ちの全ての親、親を支援されてい

　　　　全ての方

○講師　家
いえもと

本　めぐみ　氏

　　　　トリプルＰジャパン理事　スーパーバイザー

○参加費　無料　　○定員　10 ～ 13 名

○保育　有り（先着 10 名まで）　

○場所　 総合保健福祉センター　３階　視聴覚室

○申込方法
　岩出市役所福祉課児童福祉係にある申込用紙に必要事

項（お名前、ご住所、電話番号、E ‐ mail、お子様の年

齢、性別、保育の希望など）をご記入のうえ、岩出市役

所福祉課児童福祉係にご提出ください。

○申込期間　12 月 1 日（月）～ 12 月 19 日（金）

　　　　（定員になり次第締め切らせていただきます）

○主催　和歌山県

12 月から、児童扶養手当と公的年金
福祉課  児童福祉係  ☎ 62-2141　（内線 324）

給付等との併給制限が見直しされます
　公的年金※を受給する方は、児童扶養手当を受給でき

ませんでしたが、平成２6 年 12 月以降は、年金額が児

童扶養手当額より低い方は、その差額分の児童扶養手当

を受給できるようになります。

　児童扶養手当を受給するためには、申請（認定請求）

が必要です。

※遺族年金、障害年金、老齢年金、労災年金、遺族補償

　など

＜児童扶養手当とは？＞
◆父母の離婚などで、父又は母と生計を同じくしていな

い子どもが育成される家庭（ひとり親家庭等）の生活の

安定と自立の促進に寄与し、子どもの福祉の増進を図る

ことを目的として、支給される手当です。

＜支給要件は？＞
◆「父母が婚姻を解消した子ども」や「父又は母が死亡

した子ども」等について、母、父又は養育者（祖父母な

ど）が監護等している場合に支給されます。

※この他の支給要件もあります。

＜今回の改正により新たに手当を受け取れる場合は？＞
・お子さんを養育している祖父母等が、低額の老齢年金

　を受給している場合

・父子家庭で、お子さんが低額の遺族厚生年金のみを受

　給している場合

・母子家庭で、離婚後に父が死亡し、お子さんが低額の

　遺族厚生年金のみを受給している場合　など

＜新たに手当を受給するためには？＞
◆児童扶養手当を受給するためには、申請（認定請求）

が必要です。

◆手当は申請の翌月分から支給開始となります。ただし

これまで公的年金を受給していたことにより児童扶養手

当を受給できなかった方のうち平成 26 年 12 月 1 日に

支給要件を満たしている方が、平成 27 年 3 月 31 日ま

でに申請した場合は、平成 26 年 12 月分の手当から受

給できます。

◆平成 26 年 12 月～平成 27 年 3 月分の手当は、平成

27 年 4 月に支払われます。
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特定保健指導を利用しましょう！

保険年金課  国保・年金係☎ 62-2141　（内線 188）

40 歳以上の岩出市国民健康保険にご加入の皆様へ

　11 月 29 日で今年度の特定健診が終了しましたが、健診の結果はもうご覧になりましたか。

　この健診結果による「特定保健指導」の必要性の有無は、次のステップ１～３によって判定しています。

　生活習慣の改善が必要と判定された方には、市から特定保健指導のご案内の通知を送付していますので、健診を受診し

て終わりにせず、次年度の健診結果が改善されるように、この特定保健指導を積極的に利用してみませんか！

（健診結果による特定保健指導の必要判定の方法）

ステップ 1 ⇒腹囲・BMI により、内臓脂肪の蓄積リスクを判定します。

A 腹囲 腹囲が男性85cm・女性90cm以上

B
腹囲
＋

BMI
腹囲が男性85ｃｍ・女性90ｃｍ未満で、ＢＭＩが25㎏／㎡以上の人

C 上記のAにもBにも該当しない人

※ BMI とは、身長からみた体重の割合を示す体格指数のこと。　BMI ＝体重÷身長の 2 乗

＋
ステップ 2 ⇒健診結果から、メタボリックシンドロームのリスクの数を計算します。

1 血圧 収縮期血圧が130ｍｍＨｇ以上　または　拡張期血圧が85ｍｍＨｇ以上

2 血糖 ＨｂＡ1ｃが5.6％以上

4 喫煙歴があって、上記の１～３の項目に１つでも該当している

3 脂質 中性脂肪値が150ｍｇ／ｄｌ以上　または　ＨＤＬコレステロール値が40ｍｇ
／ｄｌ未満

▼
ステップ 3 ⇒ステップ 1・2 の結果を下の表にあてはめます。

ステップ２（健診結果）
３つ以上該当 ２つ該当 １つ該当 該当なし

ステップ１

（内臓脂肪蓄積）

A 積極的支援 積極的支援 動機付け支援 情報提供
B 積極的支援 動機付け支援 動機付け支援 情報提供
C 情報提供 情報提供 情報提供 情報提供

【用語説明】

●積極的支援…６か月間の継続した特定保健指導を行います。

●動機付け支援…面接による特定保健指導を１回行います。

●情報提供…特定健診の受診者全員に健診結果を通知します。
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あいあい・・・61-2983

　昭和 23 年（1948 年）12 月 4 日の第３回国際連合総

会で、基本的人権及び自由を尊重し確保するために、世

界のすべての人々と国々とが達成すべき共通の基準とし

て、「世界人権宣言」が採択されました。この日を記念

して、国際連合は、12 月 10 日を「人権デー」と定め

ました。

　我が国では、毎年 12 月 10 日を最終日とする一週間

を「人権週間」と定め、世界人権宣言の意義を訴えると

ともに人権尊重思想の普及高揚に努めています。

　法務省の人権擁護機関では、本年度の啓発活動重点目

標を「みんなで築こう　人権の世紀～考えよう　相手の

気持ち　育てよう　思いやりの心～」と定め、啓発活動

を積極的に展開しています。

問　福祉課（内線 321）

　北朝鮮当局による人権侵害問題に関する国民の認識を

深めるとともに、国際社会と連携しつつ北朝鮮当局によ

る人権侵害問題の実態を解明し、その抑止を図ることを

目的として、平成 18 年６月に、「拉致問題その他北朝

鮮当局による人権侵害問題への対処に関する法律」が施

行され、国及び地方公共団体の責務等が定められるとと

もに、毎年 12 月 10 日から同月 16 日までを「北朝鮮

人権侵害問題啓発週間」とすることとされました。

　拉致問題は、我が国の喫緊の国民的課題であり、この

解決を始めとする北朝鮮当局による人権侵害問題への対

処が、国際社会を挙げて取り組むべき課題とされる中、

この問題についての関心と認識を深めていくことが大切

です。

問　福祉課（内線 321）

　「障害者週間」は、国民の皆さんに広く障がい者の福

祉について関心と理解を深めていただくとともに、障が

い者が社会、経済、文化その他あらゆる分野の活動に、

積極的に参加する意欲を高めるため、設けられていま

す。

　事故や病気等によって、障害はだれにも生じ得るもの

です。障害は多種多様で、外見では分からない障害もあ

ります。障害による不自由さはあっても周囲の理解や配

慮でできることがたくさんあります。

　障がいのある方の意見を聞いて、日常生活や事業活動

の中でできる配慮や工夫を一緒に考えてみましょう。誰

もが暮らしやすい共生社会の実現は、そうした１歩から

始まります。

問　福祉課（内線 339）

　「障害者週間　広がれネットワーク」は、那賀地域の

障害者福祉施設・家族・当事者が集まり、毎年 12 月に「障

害のある人が地域で豊かな生活ができる社会を実現する

ため」にイベントをおこなっています。

○日時　12 月 7 日（日）午後 1 時 30 分～ 4 時

○場所　紀の川市打田保健福祉センター　ホール田園

○入場料　無料　

　詳しくは、岩出障害児者相談・支援センターへお問い

合わせください。

問　岩出障害児者相談・支援センター

　　☎ 63 ‐ 1622

人
まずは

権
知ることから

第 66 回人権週間
12 月 4 日～ 10 日

北朝鮮当局による
人権侵害問題の認識

障害者週間
12 月 3 日～ 9 日

松本ハウスお笑い
ライブ＆トーク
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税
・
料
金

固
定
資
産
を
お
持
ち
の

方
が
亡
く
な
ら
れ
た
場

合
の
手
続
き

　

固
定
資
産
（
土
地
・
家
屋
）
を
お

持
ち
の
方
が
死
亡
さ
れ
た
場
合
は
、

固
定
資
産
の
所
有
権
移
転
登
記
を
さ

れ
る
ま
で
の
間
、
納
税
通
知
書
の
受

領
等
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
代
表

者
を
相
続
人
の
中
か
ら
ご
指
定
い
た

だ
い
た
う
え
で
、「
相
続
人
代
表
者

兼
死
亡
者
名
義
の
現
所
有
者
（
指

定
・
変
更
）
届
出
書
」
を
市
ま
で
提

出
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
届
出
書
は
、
不
動
産

の
権
利
関
係
を
決
め
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
登
記
簿
の
内
容

変
更
に
つ
い
て
は
法
務
局
で
お
手
続

き
く
だ
さ
い
。

問　

税
務
課  

固
定
資
産
税
係

　
　
（
内
線
１
４
５
～
１
４
７
）

こ
ん
な
と
き
は
税
務
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

○
家
屋
の
新
築
・
増
築
・
取
り
壊
し

　

な
ど
を
さ
れ
た
場
合
で
、
そ
の
登

　

記
を
さ
れ
な
い
と
き
。

○
併
用
住
宅
な
ど
で
、
居
住
部
分
の

　

割
合
を
変
更
さ
れ
た
と
き
。

○
前
年
度
か
ら
引
き
続
き
宅
地
を
所

　

有
さ
れ
て
い
る
場
合
で
、
住
宅
用

　

地
か
ら
住
宅
用
地
以
外
へ
又
は
住

　

宅
用
地
以
外
か
ら
住
宅
用
地
へ
変

　

更
さ
れ
た
と
き
。

○
岩
出
市
外
に
お
住
ま
い
の
方
が
、

　

住
所
を
変
更
さ
れ
た
と
き
。

○
一
定
期
間
海
外
へ
転
出
さ
れ
る
と

　

き
。

○
固
定
資
産
が
災
害
等
に
よ
り
著
し

　

い
被
害
に
あ
っ
た
と
き
。

岩出市役所・・・62-2141（代）

総合保健福祉センター
・・・61-2400

地域子育て支援センター

いわで・・・・62-3362

あいあい・・・61-2983

クリーンセンター
・・・62-0814

岩出図書館・・・・・62-7222

市民総合体育館・・・62-0370

岩出警察署・・・・・63-0110

民俗資料館・・・・・63-1499

那賀消防組合・・・・61-0119

（岩出市教育委員会）

主な機関の連絡先

問

申

☎

…問い合わせ先

…申し込み先

…電話番号

nfomation
Life

くらし
の

情 報

申し込み・問い合わせなどで住所・電
話番号の記載がないものは市役所へ

〒 649-6292　岩出市西野 209 番地

岩出市役所・・・〒 649-6292（住所不要）☎ 62-2141（代）

※
固
定
資
産
税
の
賦
課
期
日
は
毎
年

１
月
１
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問　

税
務
課  

固
定
資
産
税
係

　
　
（
内
線
１
４
５
～
１
４
７
）

○
国
民
年
金
を
受
け
取
る
に
は

　

国
民
年
金
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
ま

で
の
40
年
間
、
定
額
の
保
険
料
を
納

付
し
て
、満
額
の
「
老
齢
基
礎
年
金
」

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
の
行
為
に

よ
っ
て
受
け
た
傷
病
の
医
療
費
は
、

被
害
者
の
過
失
割
合
部
分
を
除
き
、

加
害
者
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
の
行
為
に

よ
る
傷
病
で
、
国
保
を
使
っ
て
診
療

を
受
け
る
場
合
は
、
国
保
へ
の
届
出

国
民
健
康
保
険
加
入
の
方
へ

交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら

届
出
を
！

が
必
要
で
す
。

　

こ
の
場
合
の
医
療
費
は
、
国
保
が

一
時
立
て
替
え
て
支
払
い
ま
す
が
、

後
で
そ
の
分
を
加
害
者
の
保
険
等
に

請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
こ
ん
な
と
き
も
届
出
を

　

自
損
事
故
な
ど
加
害
者
が
い
な
い

事
故
、
自
転
車
の
事
故
、
暴
力
行
為

な
ど
第
三
者
の
行
為
に
よ
る
傷
病
で

治
療
を
受
け
る
場
合
も
届
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

問　

保
険
年
金
課  

国
保
・
年
金
係 

　
　
（
内
線
１
９
３
・
１
９
１
）

納
め
忘
れ
は
な
い
で
す

か
？
国
民
年
金
保
険
料

　

ま
た
、
病
気
や
事
故
で
障
害
の
状

態
に
な
っ
た
と
き
の
「
障
害
基
礎

年
金
」
や
大
切
な
一
家
の
担
い
手

を
失
っ
た
と
き
に
残
さ
れ
た
家
族

に
「
遺
族
基
礎
年
金
」
が
支
給
さ
れ

ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
年
金
を
受
け
取

る
に
は
、
一
定
の
保
険
料
に
つ
い
て

未
納
が
な
い
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま

す
。

○
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難

　

な
と
き
は

　

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
、

申
請
に
よ
り
一
定
の
条
件
に
該
当
す

れ
ば
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
・
免

除
と
な
る
「
国
民
年
金
保
険
料
免

除
・
納
付
猶
予
制
度
」
や
学
生
の
方

の
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り

ま
す
。

問　

保
険
年
金
課  

国
保
・
年
金
係

　
　
（
内
線
１
９
２
）

  

子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果
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12 月 25 日（木）です。

■後期高齢者医療保険料第 6 期
■国民健康保険税第 7 期
■第 1 号被保険者 　（65 歳以上）
    介護保険料 第 7 期 普通徴収

納   期   限

夜間納税相談日
11 日（木）・25 日（木）

国保税・後期高齢者医療保険料

午後 8 時まで

窓口　保険年金課

　

確
定
申
告
を
行
う
前
年
の
12
月
31

日
に
お
い
て
満
65
歳
以
上
の
要
介
護

認
定
者
で
、
左
表
の
い
ず
れ
か
の
要

件
を
満
た
す
方
は
、
申
請
に
よ
り
、

所
得
税
や
住
民
税
の
障
害
者
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

障
害
者
控
除
の
対
象
者
は
、
一
般

的
に
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
や
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
人
で
す
が
、
手
帳
を
持
っ

て
い
な
く
て
も
「
年
齢
が
満
65
歳
以

上
の
人
で
、
精
神
又
は
身
体
に
障
害

が
あ
り
、
そ
の
障
害
の
程
度
が
前
記

の
人
に
準
ず
る
と
し
て
市
町
村
長
の

認
定
を
受
け
て
い
る
人
」
も
、
障
害

者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
控
除
を
受
け
る
ま
で
の
手
順

①
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
申
請
書

　

を
長
寿
介
護
課
介
護
保
険
係
に
提

要
介
護
認
定
者
の
方
へ

障
害
者
控
除
に
つ
い
て

　

出
し
ま
す
。
申
請
の
際
、
申
請
者

　

及
び
対
象
者
の
印
鑑
が
必
要
で
す
。

②
申
請
後
、
介
護
保
険
係
に
て
審
査

　

し
、条
件
に
該
当
す
る
方
に
は「
障

　

害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
を
、

　

該
当
し
な
い
方
に
は
「
障
害
者
控

　

除
対
象
者
非
該
当
通
知
書
」
を
送

　

付
し
ま
す
。

③
確
定
申
告
の
際
に
、
必
要
書
類
と

　

併
せ
て
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認

　

定
書
」
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
認
定
書
は
、
税
の
申
告
に
の

み
利
用
で
き
ま
す
。

問　

長
寿
介
護
課  

介
護
保
険
係

　
　
（
内
線
１
９
８
）

認定の対象者（65 歳以上の方）

区分

障害者 特別障害者

知的障害者
（軽度・中度）に

準ずる方

身体障害者
（3 ～ 6 級）に

準ずる方

知的障害者
（重度）に

準ずる方

身体障害者
（1・2 級）に

準ずる方

条件

要介護 1 以上で
認知症高齢者の
日常生活自立度
が Ⅱ a 以 上 で あ
ること。

要介護 1 以上で
障害高齢者の日
常生活自立度（寝
たきり度）が A1
以上であること。

要介護 3 以上で
認知症高齢者の
日常生活自立度
がⅣ以上である
こと。

要介護 3 以上で
障害高齢者の日
常生活自立度（寝
たきり度）が B1
以上であること。

控除金額
所得税・・・27 万円

住民税・・・26 万円

所得税・・・40 万円

住民税・・・30 万円

※「認知症高齢者の日常生活自立度」・「障害高齢者の日常生活自立度（寝たきり度）」

とは、要介護認定において、対象者の日常生活における自立の程度を評価した項目

であり、全国で統一された判定基準に照らし合わせてランク付けされています。

健
康
・
介
護

が
ん
検
診
︑
20
・
30
歳

代
健
診
は
受
け
ま
し
た

か
？

○
受
診
期
日　

平
成
27
年
１
月
30
日

　
　
　
　
　
　

ま
で　

※
那
賀
病
院
で
の
乳
が
ん
検
診
は
２

　

月
末
ま
で

○
受
診
方
法　

実
施
医
療
機
関
へ
事

　

前
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。（
健

　

康
保
険
証
を
持
参
）

○
実
施
医
療
機
関　

岩
出
市
ウ
ェ
ブ

　

サ
イ
ト
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
保

　

健
推
進
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

問　

保
健
推
進
課
☎
61
‐
２
４
０
０

岩出市役所・・・〒 649-6292（住所不要）☎ 62-2141（代）

滞納整理強化月間による

   1 日（月）～ 5 日（金）午後 7 時まで

夜間納付・納税相談
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休日歯科急患当番表
那賀歯科医師会

日曜・祝日の休日歯科診療

※受診の際は、電話等で確認の
　うえご来院ください。
※当番医が急に変更になる場合が
　ありますので、　電話が通じな
　いときは消防署（℡ 61-1791）
　にお問い合わせください。

月 日 曜 歯  科  医  院  名 住     所（診療所） TEL
　
　

   　
　

  　
　
　
　
　

12
月

7 日 宮本歯科医院 岩出市川尻 229-3 69-3993

14 日 森歯科医院 紀の川市粉河 11-1 73-2220

21 日 滝川歯科 岩出市森273 63-0655

23 火
ふじはら矯正歯科・
小児歯科医院

岩出市中黒 534-8 60-4812

28 日
M＆A Oka Dental 
Clinic

岩出市野上野 242-11 63-6480

29 月 山中歯科医院 紀の川市貴志川町神戸 784 64-2379

30 火
井関歯科医院 岩出市清水326-4 62-2223

加山歯科 紀の川市西大井93-2 77-5655

31 水
西歯科医院 岩出市畑毛274-9 63-5553

矢田歯科クリニック 紀の川市貴志川町上野山352 64-6608

風
し
ん
予
防
接
種
費
用

を
助
成
し
ま
す

　

市
で
は
、
風
し
ん
予
防
接
種
費
用

を
助
成
し
て
い
ま
す
。

●
接
種
費
用
助
成
期
間　

　

平
成
27
年
3
月
31
日
ま
で
の
接
種
分

●
接
種
対
象
者

　

岩
出
市
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、

次
の
い
ず
れ
か
の
方

（
１
）
19
歳
以
上
50
歳
未
満
の
妊
娠

を
希
望
す
る
女
性

※
妊
娠
中
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
。

（
２
）
妊
婦
の
夫

●
接
種
費
用

　

協
力
医
療
機
関
で
接
種
す
る
場

合
、
無
料

●
助
成
回
数

　

風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン
ま
た
は
麻

し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
い
ず

れ
か
を
１
人
に
つ
き
１
回
限
り

※
平
成
25
年
度
に
助
成
制
度
を
利
用

し
て
接
種
さ
れ
た
方
は
、
助
成
の
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

●
助
成
方
法

　

協
力
医
療
機
関
で
接
種
の
場
合

は
、
予
診
票
（
接
種
券
）
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
保
健
推
進

課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。　

　

協
力
医
療
機
関
以
外
で
接
種
の
場

合
は
、
一
旦
全
額
自
己
負
担
の
上
、

接
種
後
に
確
認
書
類
等
と
認
印
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

問　

保
健
推
進
課
☎
61
‐
２
４
０
０

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

柔
道
整
復
師
、
鍼
灸
、
マ
ッ
サ
ー

ジ
の
施
術
を
受
け
て
い
る
方
へ

○
ご
自
身
が
受
け
ら
れ
た
施
術
の
内

　

容
︵
申
請
書
︶
を
ご
確
認
い
た
だ

　

く
こ
と
が
出
来
ま
す
︒

【
主
な
記
載
内
容
】

◇
負
傷
名
、
負
傷
原
因
（
3
部
位
以

　

上
施
術
の
場
合
）、
負
傷
年
月
日

　
（
※
柔
道
整
復
師
の
み
）

◇
傷
病
名
、
症
状
（
※
鍼
灸
、
マ
ッ

　

サ
ー
ジ
の
み
）

◇
施
術
回
数
、
施
術
を
受
け
た
日
、

　

施
術
内
容
な
ど

【
ご
確
認
が
可
能
な
方
】

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者

で
、
柔
道
整
復
師
（
整
骨
院
・
接
骨

院
）、
鍼
灸
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
施
術

を
受
け
ら
れ
た
ご
本
人
。

問　

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

　

域
連
合
療
養
費
適
正
化
特
別
対
策

　

班　

　

☎
０
７
３
‐
４
２
８
‐
６
６
８
８

ぴ
あ
サ
ロ
ン
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か

　

認
知
症
の
方
の
介
護
で
相
談
す
る

人
も
お
ら
ず
ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
ま

せ
ん
か
？

　

認
知
症
の
方
の
介
護
を
さ
れ
て
い

る
家
族
等
の
介
護
負
担
や
ス
ト
レ
ス

の
軽
減
を
は
か
る
た
め
、
認
知
症
の

方
と
家
族
の
相
談
交
流
会
（
ぴ
あ
サ

ロ
ン
）
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま

す
。
参
加
者
同
士
で
自
由
に
お
話
で

き
る
交
流
会
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

○
日
時　

12
月
24
日
（
水
）　
　
　

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
3
時

○
会
場　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

３
階　

会
議
室

○
対
象
者　

認
知
症
の
方
を
介
護
さ

　

れ
て
い
る
家
族
・
そ
の
関
係
者

＊
認
知
症
の
方
ご
本
人
の
参
加
に
つ

い
て
も
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

長
寿
介
護
課  

介
護
保
険
係

　
　
　
　
（
内
線
１
９
５
）

くらしの情報

  

子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果
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一般献血（16 ～ 69 歳）
65 歳以上の方は、   60 ～ 64 歳のとき
に 1 回でも経験のある方

問　保健推進課　☎ 61 ‐ 2400

12 月 献   血

・ 13 日（土）　
（株）オークワミレニアシティ岩出店

10:00 ～ 11:45、13:00 ～ 16:30

・30 日（火）

各
種
医
療
費
助
成
事
業

の
お
知
ら
せ

　

医
療
費
助
成
事
業
は
、
申
請
に
よ

り
対
象
者
に
受
給
者
証
を
発
行
し
、

医
療
費
の
助
成
を
行
う
制
度
で
す

（
保
険
適
用
外
の
治
療
費
・
文
書
代
・

予
防
接
種
・
検
診
・
入
院
時
の
食
事

代
な
ど
は
助
成
の
対
象
外
で
す
）。

す
べ
て
の
制
度
に
そ
れ
ぞ
れ
「
所
得

制
限
」
や
「
資
格
要
件
」
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

○
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

　

市
に
居
住
す
る
子
ど
も
の
入
院
、

通
院
に
係
る
医
療
費
を
助
成
す
る
制

度
で
す
。

・
小
学
校
就
学
前
（
６
歳
以
降
最
初

　

に
迎
え
る
3
月
31
日
ま
で
）

　

入
院
及
び
通
院

・
小
学
生
（
12
歳
以
降
最
初
に
迎
え

　

る
3
月
31
日
ま
で
）
入
院
の
み

○
重
度
心
身
障
害
児
︵
者
︶
医
療
費

　

助
成
事
業

　

次
の
障
害
等
級
の
う
ち
い
ず
れ
か

を
お
持
ち
の
方
の
入
院
、
通
院
お
よ

び
訪
問
看
護
療
養
費
に
係
る
医
療
費

を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

・ 

身
体
障
害
者
手
帳
（
１
級
、
２
級
、  

   

３
級
及
び
４
級
の
一
部
）

・
療
育
手
帳
Ａ
１
・
Ａ
２

・ 
特
別
児
童
扶
養
手
当
１
級
、
２
級
・ 

  
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１        

　

級
、
２
級

・ 

障
害
年
金
１
級
、
２
級

※
た
だ
し
、
平
成
18
年
8
月
1
日
以

降
に
65
歳
以
上
で
初
め
て
前
記
に
該

当
す
る
障
害
に
認
定
さ
れ
た
方
は
、

助
成
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

○
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
事
業

　

離
婚
、
死
亡
な
ど
で
、
18
歳
（
18

歳
以
降
最
初
に
迎
え
る
3
月
31
日
）

ま
で
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
配
偶

者
の
な
い
父
ま
た
は
母
及
び
そ
の
児

童
の
入
院
、
通
院
に
係
る
医
療
費
を

助
成
す
る
制
度
で
す
。
父
ま
た
は
母

が
一
定
の
障
害
に
あ
る
家
庭
も
対
象

に
な
り
ま
す
。

○
未
熟
児
養
育
医
療
費
助
成
事
業

　

身
体
の
発
達
が
未
熟
な
ま
ま
生
ま

れ
、
入
院
を
必
要
と
す
る
乳
児
が
、

指
定
医
療
機
関
に
お
い
て
入
院
治
療

を
受
け
る
場
合
に
、
そ
の
治
療
に
要

す
る
医
療
費
を
助
成
す
る
制
度
で

す
。
所
得
税
額
に
応
じ
て
一
部
自
己

負
担
が
あ
り
ま
す
。

○
老
人
医
療
費
助
成
事
業

　

67
歳
～
69
歳
ま
で
の
方
で
、
資
格

要
件
に
該
当
す
る
方
は
、
２
割
負
担

で
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
制

度
で
す
。

問　

保
険
年
金
課  

保
健
医
療
係　

　
　
（
内
線
１
６
７
）

環
境
・
エ
コ

ご
み
の
減
量
化
と
資
源

化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

岩
出
市
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
・

資
源
化
の
推
進
、
負
担
の
公
平
化
を

図
る
た
め
、「
ご
み
有
料
化
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

【
福
祉
加
算
配
布
】

　

各
世
帯
の
人
数
に
応
じ
た
無
料
配

布
枚
数
に
加
え
て
生
活
環
境
課
窓
口

に
て
本
人
ま
た
は
家
族
等
に
よ
り
申

請
を
い
た
だ
い
た
う
え
で
ご
み
袋
を

配
布
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
申
請

は
年
１
回
の
み
で
、
申
請
時
に
袋
の

大
き
さ
を
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
生
活
環
境
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

生
活
環
境
課
（
内
線
１
８
６
）

地
球
温
暖
化
対
策
シ
リ
ー
ズ
79
回

ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
を
心
が

け
ま
し
ょ
う

　

寒
い
冬
が
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
こ
の
時
期
は
エ
ア
コ
ン
の
使
用

等
に
よ
り
電
力
供
給
が
過
剰
に
な
る

時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
ウ
ォ
ー
ム
ビ

ズ
を
心
が
け
、
地
球
へ
の
負
担
を
減

ら
し
ま
し
ょ
う
！

　

ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
と
は
、
室
内
で
も

重
ね
着
を
し
て
暖
か
く
し
た
う
え

で
、
暖
房
の
温
度
を
控
え
め
に
設
定

す
る
な
ど
の
冬
の
省
エ
ネ
の
こ
と
で

す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
も
ぜ
ひ
取
り
組
ん

で
み
ま
し
ょ
う
。

問　

生
活
環
境
課
（
内
線
１
８
６
）

岩出市役所・・・〒 649-6292（住所不要）☎ 62-2141（代）

（株）オークワミレニアシティ岩出店

・24 日（水） 那賀消防組合消防本部
9:00 ～ 11:30

・24 日（水） 那賀総合庁舎
13:00 ～ 16:30



17　　広報いわで　2014・12

募　

集

家
庭
か
ら
出
る
︑
市
が

収
集
で
き
な
い
ご
み
の

有
料
回
収
に
つ
い
て

　

市
で
は
収
集
で
き
な
い
廃
棄
物

（
粗
大
ご
み
と
し
て
回
収
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
も
の
等
）
を
、
各
自
お

持
ち
く
だ
さ
れ
ば
、
有
料
で
回
収
す

る
機
会
を
設
け
て
お
り
ま
す
。

○
回
収
日　

12
月
14
日
（
日
）

○
回
収
場
所

　

市
民
総
合
体
育
館　

北
側
駐
車
場

○
回
収
時
間　

　

午
前
８
時
～
午
後
２
時

○
主
な
引
取
り
品
目
及
び
料
金

・
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル

　
　
　
　
　

１
㎏
当
た
り
１
２
０
円

・
コ
ン
ク
リ
ー
ト

　
　
　
　
　

１
㎏
当
た
り　

４
０
円

・
家
庭
用
消
火
器　

　
　
　
　
　

１
個　
　

１
１
０
０
円

・
タ
イ
ヤ
（
外
径
55
㎝
以
下
）

　
　
　
　
　
　
　

１
本　

９
０
０
円

　
　
　
　
（
外
径
75
㎝
以
下
）

　
　
　
　
　
　
　

１
本
１
８
０
０
円

　
　
　
　
（
外
径
１
０
０
㎝
以
下
）

　
　
　
　
　
　
　

１
本
２
６
０
０
円

・
物
干
し
台
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
台
）

　
　
　
　
　

１
台　
　

１
３
０
０
円

・
暖
房
用
機
械
器
具
な
ど
の
機
械
器

　

具
類
等　
　

１
㎏
当
た
り　

０
円

・
バ
ッ
テ
リ
ー 

１
個　

１
０
０
０
円

・
バ
イ
ク　
　

 

１
台　

１
９
０
０
円

・
農
業
機
械
・
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
用
鉄

　

類
・
自
動
車
金
属
部
品
（
ホ
イ
ル

　

等
）　    　
　

 　
　
　
　
　

０
円

・
パ
ソ
コ
ン　

 

１
台　
　
　
　

０
円

　

な
お
、
そ
の
他
の
廃
棄
物
に
つ
き

ま
し
て
は
、
当
日
現
地
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対

象
品
目
︙
テ
レ
ビ
（
全
て
の
方
式)

・

洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
・
冷
蔵
庫
・

冷
凍
庫
・
エ
ア
コ
ン
、
薬
品
・
油
類

等
及
び
産
業
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
回

収
で
き
ま
せ
ん
。

問　

生
活
環
境
課
（
内
線
１
８
６
）

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
お
知
ら
せ

【
ご
み
の
搬
入
時
間
は
】

・
月
～
金　

 

午
前
８
時
30
分
～
正
午

・
土
曜
日 　

午
前
８
時
30
分
～
午
後

　
　
　
　
　

３
時

 （
事
業
系
ご
み
を
除
く
）

　

年
末
年
始
の
ご
み
の
持
ち
込
み
に

つ
い
て
は
、
7
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

○
ご
注
意

　

資
源
ご
み
を
分
別
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
中
で
、「
そ
の
他
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
」「
衣
類
」
の
中
に
粗
大
ご

み
が
混
ざ
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　
「
そ
の
他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
に

12月
の不燃物

と
資源ごみの
回収予定日

回収区域
不燃物

（カン・ビン類）
資源
ごみ

県道泉佐野岩出線

より東側の地域
3日・17日・27日

（第１・３水曜及び27日）

毎週

金曜日

県道泉佐野岩出線

より西側の地域
 10日・24日・27日

（第２・４水曜及び27日）

毎週

木曜日

　

市
で
は
、
ご
み
の
減
量
、
資
源
の

節
約
、
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
、
環
境
保

全
型
商
品
の
販
売
な
ど
「
環
境
に
や

さ
し
い
」
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
行
っ

て
い
る
市
内
の
小
売
店
、
事
業
所
等

に
対
し
て
、
エ
コ
シ
ョ
ッ
プ
・
エ
コ

は
ポ
リ
バ
ケ
ツ
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

の
お
も
ち
ゃ
・
衣
装
ケ
ー
ス
等
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
は
含
ま
れ
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、「
衣
類
」
に
は
毛
布
、布
団
、

枕
、
カ
ー
テ
ン
等
の
布
類
は
含
ま
れ

ま
せ
ん
。

問　

生
活
環
境
課

　
　
（
内
線
１
８
５
・
１
８
６
）

　
　

岩
出
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
62
‐
0
8
1
4

　

岩
出
市
と
き
め
き
交
通
大
学
は
、

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
と
交
通
安

全
意
識
の
高
揚
を
目
的
と
し
、
4
月

か
ら
翌
年
1
月
ま
で
、
月
一
回
、
参

加
体
験
型
の
交
通
安
全
講
習
会
を
実

施
し
ま
す
。

　

年
齢
65
歳
以
上
で
岩
出
市
在
住
の

方
で
あ
れ
ば
、
運
転
免
許
の
有
無
を

問
わ
ず
誰
で
も
申
込
み
で
き
ま
す
。

　

募
集
定
員
は
25
名
で
、
定
員
に
な

り
次
第
、
募
集
を
締
め
切
り
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

問　

総
務
課  

交
通
防
犯
係

　
　
（
内
線
１
２
６
）

第
10
期
岩
出
市
と
き
め

き
交
通
大
学
の
学
生
募

集
に
つ
い
て

エ
コ
シ
ョ
ッ
プ
・
エ
コ

オ
フ
ィ
ス
の
認
定
店
を

募
集
し
ま
す
！

オ
フ
ィ
ス
の
認
定
を
行
い
ま
す
。

　

エ
コ
シ
ョ
ッ
プ
・
エ
コ
オ
フ
ィ
ス

に
認
定
さ
れ
た
事
業
所
に
は
、
市
か

ら
認
定
証
と
ス
テ
ッ
カ
ー
を
交
付

し
、
取
り
組
み
内
容
等
を
市
広
報
紙

や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
に
掲
載
し
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
積
極
的
に
利
用
し
て

い
た
だ
く
よ
う
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま

す
。

　

認
定
に
は
要
件
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
生
活
環
境
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
！

問　

生
活
環
境
課
（
内
線
１
８
６
）

くらしの情報

  

子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果

　
　

岩
出
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
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講
座
・
催
し

岩
出
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
会
員
募
集

　

岩
出
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で

は
、
新
た
な
会
員
を
募
集
し
て
お
り

ま
す
。

　

主
な
活
動
は
、
日
帰
り
旅
行
や
講

師
等
を
招
い
て
勉
強
す
る
研
修
会
。

ま
た
、
体
力
向
上
の
た
め
ペ
タ
ン
ク

や
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

他
に
も
楽
し
い
行
事
が
あ
り
ま
す

の
で
、
入
会
し
て
一
緒
に
活
動
し
ま

せ
ん
か
？

　

岩
出
市
在
住
で
60
歳
以
上
の
方
な

ら
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

問　

岩
出
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事

根
来
街
道
冬
景
色
募
集

の
お
知
ら
せ

　

根
来
街
道
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

振
興
協
議
会
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
季

節
、
岩
出
市
・
泉
南
市
を
多
く
の
方

に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
訪
れ
て
い
た

だ
く
た
め
、
お
す
す
め
の
冬
景
色
を

募
集
し
ま
す
。

　

応
募
い
た
だ
い
た
写
真
は
、
両
市

で
開
催
す
る
展
示
会
で
の
展
示
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、「
根
来
街
道
冬
景
色

写
真
募
集
要
項
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
募
集
要
項
は
、
岩
出
市
役
所
産

業
振
興
課
窓
口
に
置
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
岩
出
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問　

産
業
振
興
課
（
内
線
２
３
３
）

公
民
館
講
座

「
デ
コ
ま
き
ず
し
教
室
」

　

初
心
者
で
も
簡
単
！
か
わ
い
い
デ

コ
巻
き
ず
し
を
作
っ
て
、
大
好
き
な

人
を
笑
顔
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

岩出市役所・・・〒 649-6292（住所不要）☎ 62-2141（代）

シ
ニ
ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

教
室
︵
23
期
生
︶
受
講

生
募
集

～
み
ん
な
で
楽
し
く
元
気
に
介
護
予

　

防
～

　

岩
出
市
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る

65
歳
以
上
の
要
支
援
・
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
な
い
元
気
な
方
を
対
象

に
、
ス
テ
ッ
プ
台
を
使
っ
た
運
動
や

筋
力
ア
ッ
プ
を
目
指
す
運
動
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

○
日
時　

　

平
成
27
年
1
月
8
日
～
3
月
26
日

　

毎
週
木
曜
日
（
12
回
）

　

午
前
10
時
か
ら
正
午
（
昼
食
会
を

　

行
う
場
合
は
午
後
１
時
頃
ま
で
）

○
場
所　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

２
階　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

○
内
容　

ス
テ
ッ
プ
運
動
、
イ
ス
や

　

マ
ッ
ト
を
使
っ
た
簡
単
な
筋
力
ト

　

レ
ー
ニ
ン
グ
等

○
参
加
費　

無
料
（
昼
食
を
注
文
す

　

る
場
合
は
、
別
途
必
要
）

○
定
員　

20
名
（
応
募
者
多
数
の
場 

　

合
は
先
着
順
に
な
り
ま
す
。）

○
受
付
期
間　

12
月
1
日
（
月
）
～

　

12
月
15
日
（
月
）

　
（
但
し
、
土
日
は
除
く
）

※
運
動
を
伴
う
教
室
に
な
り
ま
す
の

で
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
に
よ
る
運

動
可
否
の
確
認
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
か
か
り
つ
け
医
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
運
動
不
可
の
場
合
は
受
講
で

き
ま
せ
ん
。

申
・
問　

長
寿
介
護
課  

介
護
保
険
係  

　
　
　
　
（
内
線
１
９
５
）

　
　

務
局
（
岩
出
市
社
会
福
祉
協
議

　
　

会
内
）
☎
63
‐
３
２
４
６

○
日
時　

平
成
27
年
1
月
18
日（
日
）

　
　
　
　

午
後
1
時
～
3
時
頃

○
場
所　

桜
台
地
区
公
民
館

○
材
料
費　

２
，
０
０
０
円

○
定
員　

20
名

○
対
象　

20
歳
以
上
の
岩
出
市
民

○
準
備
す
る
も
の

　

食
器
用
ふ
き
ん
・
エ
プ
ロ
ン
・
タ
ッ

　

パ
ー

○
申
込
方
法

　

官
製
は
が
き
に
「
公
民
館
講
座

・
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
年

齢
・
電
話
番
号
」
を
記
入
の
上
、

「
〒
６
４
９
‐
６
２
９
２
岩
出
市
西

野
２
０
９
番
地
岩
出
市
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
公
民
館
係
」
ま
で
12
月

19
日
（
金
）
必
着
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問　

生
涯
学
習
課  

公
民
館
係

　
　
（
内
線
２
８
５
・
２
９
４
）
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○
教
養
講
座   「
日
本
の
伝
統
文
化
」

○
講
師　

茶
道
家　

藤ふ
じ
た田

弘ひ
ろ
こ子　

氏

○
時
間　

午
後
1
時
30
分
～

▼
岩
出
学
園

　

日
付　

12
月
5
日
（
金
）

　

場
所　

岩
出
地
区
公
民
館

▼
紀
泉
台
学
園

　

日
付　

12
月
9
日
（
火
）

　

場
所　

紀
泉
台
地
区
公
民
館

▼
上
岩
出
学
園

　

日
付　

12
月
12
日
（
金
）

　

場
所　

上
岩
出
地
区
公
民
館

▼
根
来
学
園

　

日
付　

12
月
15
日
（
月
）

　

場
所　

根
来
地
区
公
民
館

▼
山
崎
学
園

　

日
付　

12
月
19
日
（
金
）

　

場
所　

山
崎
地
区
公
民
館

※
ふ
れ
あ
い
学
級
生
随
時
募
集

○
対
象
者　

岩
出
市
に
在
住
す
る
60

　
　
　
　
　

歳
以
上
の
方

問　

生
涯
学
習
課  

生
涯
学
習
推
進
係

　
　
（
内
線
２
８
３
）

ふ 

れ 

あ 

い 

学 

級

第
9
回
岩
出
市
民
少
年

剣
道
錬
成
大
会
開
催

○
日
時　

12
月
14
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
1
時
開
会

○
場
所　

市
民
総
合
体
育
館

第
9
回
岩
出
市
新
春

「
初
蹴
り
」
フ
ッ
ト
サ
ル

大
会
を
開
催
し
ま
す

○
日
時　

平
成
27
年
1
月
2
日（
金
）

　
　
　
　

午
前
9
時
30
分
集
合

　
　
　
　

午
前
10
時
開
会

○
場
所　

岩
出
中
学
校
運
動
場

（
雨
天
時
は
岩
出
中
学
校
体
育
館
・

岩
出
市
立
体
育
館
で
の
開
催
と
な

り
、
上
靴
が
必
要
に
な
り
ま
す
。）

○
種
目
︵
5
人
制
）

▽
小
学
生
低
学
年
の
部
▽
小
学
生
高

学
年
の
部
▽
中
学
生
の
部
▽
高
校
・

一
般
の
部
▽
女
子
の
部

※
そ
の
他
、
ボ
ー
ル
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

　

大
会
も
あ
り
ま
す
。

　
（
1･

2･

3
位
に
ト
ロ
フ
ィ
ー

　

贈
呈
）

○
参
加
料　

無
料　

○
申
込
締
切
日　

12
月
22
日
（
月
）

申
・
問

お
知
ら
せ

　

今
回
は
、
和
歌
山
の
障
害
者
の
働

く
共
同
作
業
所
を
め
ぐ
り
、
地
元
住

民
と
の
対
立
や
心
の
触
れ
合
い
を
描

く
人
間
ド
ラ
マ
「
ふ
る
さ
と
を
く
だ

さ
い
」
を
左
記
の
と
お
り
上
映
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

12
月
８
日
（
月
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

○
場
所　

岩
出
図
書
館　

大
会
議
室

＊
入
場
は
無
料
（
先
着
１
０
０
名
）

問　

福
祉
課
（
内
線
３
２
１
）

　
　

岩
出
図
書
館
☎
62
‐
７
２
２
２

ふ
ら
っ
と
シ
ア
タ
ー

　

次
の
点
に
注
意
し
て
、
事
件
や
事

故
の
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し

て
、
明
る
い
新
年
を
迎
え
て
く
だ
さ

い
。

○
空
き
巣
な
ど
家
屋
に
侵
入
す
る
ド

　

ロ
ボ
ー
対
策

・
外
出
す
る
時
は
、
戸
締
り
を
忘
れ

　

ず
に
！

○
乗
り
物
盗
と
車
上
狙
い
対
策

・
自
転
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
は
、
ツ
ー

　

ロ
ッ
ク
に
す
る
。

・
自
動
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、
必

　

ず
ド
ア
ロ
ッ
ク
を
す
る
。

○
ち
か
ん
や
子
ど
も
の
安
全
対
策

・
帰
宅
が
遅
く
な
る
時
は
、
家
の
人

　

に
迎
え
に
き
て
も
ら
う
。

・
防
犯
ブ
ザ
ー
な
ど
を
携
帯
す
る
。

○
詐
欺
に
い
て

・「
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
、
ゆ
う
パ
ッ
ク
、

　

宅
配
便
で
現
金
を
送
れ
」
は
詐
欺

　

で
す
。

・「
犯
罪
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る

　

に
は
現
金
が
必
要
」も
詐
欺
で
す
。

問　

岩
出
警
察
署
☎
63
‐
０
１
１
０

岩
出
警
察
署
特
別
警
戒

実
施
中
！

　

年
末
年
始
は
、
人
の
動
き
が
あ
わ

た
だ
し
く
な
り
、
事
件
事
故
が
多
発

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

くらしの情報

  

子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果

○
種
目　

個
人
試
合

○
参
加
資
格

　

岩
出
市
在
住
の
小
・
中
学
生
で
ス

　

ポ
ー
ツ
保
険
加
入
者

○
申
込
締
切
日　

12
月
9
日
（
火
）

申
・
問

・
黒く

ろ
か
わ川　

☎
62
‐
２
４
４
４

・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
事
務
局
（
市
民

　

総
合
体
育
館
内
）

　

☎
62
‐
０
３
７
０

　

榎え
の
も
と本　

☎
62
‐
４
４
９
６

　
（
ま
た
は
市
民
総
合
体
育
館
へ
）

　

☎
62
‐
０
３
７
０
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「
臨
時
福
祉
給
付
金
」「
子
育  

  
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」  

 
の
申
請
受
付
が
終
了
し
ま
す

　

申
請
期
限
ま
で
に
申
請
書
の
提
出

が
な
け
れ
ば
、
給
付
金
の
支
給
は
で

き
ま
せ
ん
。

　

給付金名 申請期限（必着）

臨時福祉給付金
平成27年

1月5日（月）子育て世帯臨時

特例給付金

～申請がまだの方はお早めに！～
　

必
ず
期
限
ま
で
に
申
請
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
窓
口
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

へ
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　

☎
０
１
２
０
‐
１
１
９
２
‐

５
９
（
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５

時
）

地
デ
ジ
難
視
対
策
衛
星

放
送
等
の
終
了

　

国
が
実
施
し
て
い
る
地
デ
ジ
難
視

対
策
の
た
め
の
各
種
支
援
制
度
は
、

平
成
27
年
3
月
末
を
も
っ
て
終
了
し

ま
す
。
期
限
ま
で
に
地
デ
ジ
対
策
工

事
を
完
了
す
る
た
め
に
は
、
遅
く
と

も
本
年
中
の
申
込
み
が
必
要
で
す
。

問　

総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
☎
０
５
７
０
‐
70
‐
０
１
０
１

「
通
学
路
危
険
ブ
ロ
ッ
ク  

  

塀
等
改
善
事
業
」
の
お 

  

知
ら
せ

　

岩
出
市
で
は
、
通
学
路
※
①
に
面

し
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
※
②
の
倒
壊
に

よ
る
事
故
を
未
然
に
防
止
し
、
児

童
・
生
徒
を
は
じ
め
と
す
る
通
行
人

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
危
険
な

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
を
撤
去
す
る
方
に
対

し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

※
①
岩
出
市
教
育
委
員
会
が
指
定
し

て
い
る
通
学
路

※
②
ブ
ロ
ッ
ク
塀
、
石
積
み
な
ど
倒

壊
に
よ
り
通
行
人
に
重
大
な
被
害
を

及
ぼ
す
と
思
わ
れ
る
も
の

【
補
助
金
の
額
】

○
撤
去
を
行
う
場
合

　

撤
去
に
か
か
る
費
用
の
２
分
の

１
以
内
で
、
撤
去
す
る
面
積
に
対

し
て
１
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
４
，

０
０
０
円
を
上
限
と
し
て
計
算
。

　

た
だ
し
、
最
高
10
万
円
ま
で
。

○
撤
去
し
た
あ
と
に
軽
量
の
塀
な
ど

　

を
設
置
す
る
場
合

　

撤
去
の
補
助
金
に
加
え
て
、
設
置

に
か
か
る
費
用
の
３
分
の
１
以
内

で
、
設
置
延
長
に
対
し
て
１
メ
ー
ト

ル
あ
た
り
、
４
，
０
０
０
円
を
上
限

と
し
て
計
算
。

　

た
だ
し
、
最
高
５
０
，
０
０
０
円

ま
で
。

問  

教
育
総
務
課  

施
設
係

　

  （
内
線
２
７
３
）

N
O
S
A
I
和
歌
山
北

部
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
N

O
SAI

の
園
芸
施
設
共
済
は
、
自

然
災
害
な
ど
に
よ
り
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
や
ガ
ラ
ス
温
室
等
が
被
害
を
受
け

岩出市役所・・・〒 649-6292（住所不要）☎ 62-2141（代）

農
業
委
員
会
選
挙
人
名

簿
へ
の
登
録

　

こ
の
名
簿
は
、
有
権
者
か
ら
の
申

請
に
基
づ
き
毎
年
1
月
1
日
現
在
で

調
整
し
ま
す
。

　

12
月
下
旬
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ

る
世
帯
に
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
の

で
登
録
申
請
す
る
方
は
、
必
要
事
項

を
記
入
し
、
1
月
10
日
ま
で
に
同
封

の
返
信
用
封
筒
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

○
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
の
選
挙
権

　

岩
出
市
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、

平
成
27
年
3
月
31
日
現
在
、
年
齢
が

20
歳
以
上
で
、
次
に
掲
げ
る
方

①
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
で
耕
作
の 

　

業
務
を
営
む
方

②
①
に
該
当
す
る
方
と
同
居
す
る
親 

族
又
は
そ
の
配
偶
者
で
、
年
間
概
ね

60
日
以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
方

③
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
で
耕
作
の

業
務
を
営
む
農
業
生
産
法
人
の
組
合

員
、
社
員
又
は
株
主
で
、
年
間
お
お

む
ね
60
日
以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い

る
方

問　

農
業
委
員
会
（
内
線
２
３
１
）

大
切
な
農
地
の
見
張
り

番　

農
業
委
員
会
の
農

地
パ
ト
ロ
ー
ル

　

岩
出
市
農
業
委
員
会
で
は
、
10

月
、
11
月
を
農
地
の
有
効
利
用
を
呼

び
か
け
る
強
調
月
間
と
定
め
、
10
月

に
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
い
た
し

ま
し
た
。

　

農
地
の
耕
作
を
放
棄
さ
れ
ま
す
と

雑
草
等
が
繁
茂
し
、
病
害
虫
の
発
生

や
ゴ
ミ
な
ど
の
不
法
投
棄
、
ま
た
枯

れ
草
の
火
災
な
ど
を
誘
発
す
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
の
で
、
農
地
を
所
有
す

る
方
は
適
切
に
農
地
を
管
理
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
農
地
に
関
す
る
こ
と
で
疑

問
に
思
っ
て
い
る
こ
と
や
困
っ
た
こ

と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
農
業
委
員

会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

農
業
委
員
会
（
内
線
２
３
１
）

た
場
合
に
、
そ
の
損
害
に
対
し
て
共

済
金
を
お
支
払
い
す
る
園
芸
施
設
の

た
め
の
保
険
で
す
。

　

無
料
で
補
償
額
や
掛
金
の
お
見
積

も
り
も
承
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

N
O

SAI

和
歌
山
北
部
那
賀
支
所

　

☎
０
１
２
０
‐
73
‐
６
７
８
８
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　工業統計調査は我が国の工業の実態を明らかにすることを目的とした統計法に基づく
報告義務がある重要な統計です。
　調査結果は中小企業施策や地域振興などの基礎資料として利活用されます。

平成 26 年工業統計調査を実施します

調査票へのご回答をお願いいたします。
調査時点は平成 26 年 12 月 31 日です。

経済産業省・和歌山県・岩出市

工業統計キャラクター

コウちゃん 問　市長公室　℡ 62 ‐ 2141（内線 113）

大
会
結
果

○
日
時　

9
月
21
日
（
日
）

第
14
回
近
畿
地
区
女
子

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
選
手
権

和
歌
山
大
会

岩
出
市
ペ
タ
ン
ク
協
会

9
月
定
例
大
会

○
日
時　

９
月
25
日
（
木
）

○
会
場　

大
宮
神
社
境
内
練
習
場

▽
ト
リ
プ
ル
ス
の
部

１
位　

大
塚
勲
・
福
田
守
・
吉
本
功

２
位　

大
島
瞭
子
・
松
下
國
彦

　
　
　

・
吉
田
福
子

３
位　

田
和
順
子
・
藤
田
妙
子

　
　
　

・
吉
田
訓
士

＊
岩
出
市
ペ
タ
ン
ク
協
会
主
催

第
4
回
全
国
マ
マ
さ
ん

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
冬
季
大

会
和
歌
山
県
予
選
大
会

○
日
時　

９
月
14
日
（
日
）

○
場
所　

和
歌
山
市
立
市
民
体
育
館

優
勝　

根
来
ク
ラ
ブ

（
12
月
11
～
14
日
に
群
馬
県
で
行
わ

れ
る
全
国
大
会
に
出
場
予
定
）

※
岩
出
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
所
属

くらしの情報

  

子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果

〔電話〕62-4029　〔Ｆ Ａ Ｘ〕63-2570

〔住所〕〒649‐6211　
緑 花 セ ン タ ー

の お 知 ら せ

緑緑 花花

のの

岩出市東坂本672
12月の休園日

   2日（火）、    9日（火）

16日（火）、  24日（水）

28日（日）～31日（水）
〔H   P〕http://www.w-botanicalgarden.jp

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
が
開
設

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
社
会
保
障
・
税

番
号
制
度
）
は
、行
政
を
効
率
化
し
、

国
民
に
と
っ
て
利
便
性
の
高
い
、
公

平
・
公
正
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め

の
制
度
で
す
。

　

平
成
27
年
10
月
か
ら
住
民
票
を
有

す
る
す
べ
て
の
方
に
12
桁
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
が
通
知
さ
れ
、
平
成
28
年
1

月
か
ら
利
用
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

問【
日
本
語
窓
口
】

　

☎
０
５
７
０
‐
20
‐
０
１
７
８

【
外
国
語
窓
口
】

　

☎
０
５
７
０
‐
20
‐
０
２
９
１

【
受
付
時
間
】

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

を
除
く
）　

○
場
所　

御
坊
市
野
口
コ
ー
ト

４
位
入
賞

　

岩
出
Ｇ
Ｂ
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ

　
（
近
畿
大
会
出
場
）

※
岩
出
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
所
属

【クリスマスツリーが登場！！ 12 月 25 日（木）まで】
　高さ約２ｍのツリーにオーナメントやリースを飾り付け、赤く色付いたニシキアカリファや可愛らしい星形の花を

房状につけるペンタス、花も葉も楽しめるベゴニアの鉢で彩りました。
【ゴスペルクワイア『orange soul connection』のクリスマスコンサート】

開催日時 12月20日（土）　　13:30～14:30

　パワフルな歌声と心洗われる素敵なハーモニーを存分にお楽しみください。

【谷本ファミリー・ハンドベルコンサート】
開催日時 12月21日（日）　　13:30～14:30
　今年も『谷本ファミリー』によるハンドベルの演奏会を開催します。イングリッシュハンドベルが奏でる繊細で厳か

な音色と、家族ならではの息の合った美しい演奏をご堪能ください。

【年始の営業】　1 月 1 日（木・元旦）は休園し、1 月 2 日（金）からお正月開園します。
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岩出市役所・・・〒 649-6292（住所不要）☎ 62-2141（代）

問　 保健推進課☎ 61-2400

乳幼児健康診査

■ 4 か月児（平成 26 年 8 月生）
受付時間 13:00 ～ 13:15

15 日（月）・16 日（火）

■ 7 か月児（平成 26 年 5 月生）
  9 日（火）・10 日（水）

■ 1 歳 8 か月児（平成 25 年 4 月生）
  2 日（火）・   3 日（水） 

受付時間 13:00 ～ 13:30
■ 3 歳 6 か月児（平成 23 年 5 月生）
   5 日（金）・12 日（金）

受付時間 9:00 ～ 9:30
■ 10 か月児（平成 26 年 1 月生）
   2 日（火）・   3 日（水）

乳幼児健康相談

■ 2 歳 6 か月児（平成 24 年 5 月生）
   5 日（金）・12 日（金）

栄養教室（離乳食）
受付時間 9:45 ～ 10:00（予約制）
  8 日（月）

内容：離乳食について

場所：総合保健福祉センター

乳幼児保健事業予定表

12月

育て子
コーナーみ

ん
な
あ
つ
ま
れ

　
　
　

い
わ
で
っ
子

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
深
め
、
み
ん
な
で
楽
し
い
ひ
と
と

き
が
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
ふ
れ
あ
い

遊
び
等
を
実
施
し
ま
す
。

　

日
時
・
場
所
・
内
容
等
に
つ
い
て

は
、
下
の
表
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
受
付
期
間

　

12
月
15
日
（
月
）
～
22
日
（
月
）

　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

受
付
時
間
は
午
前
９
時
か
ら
で

す
。

　

定
員
に
な
り
し
だ
い
終
了
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

申
・
問　

　

岩
出
市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
61
‐
２
９
８
３

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ 

　

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　

マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
心
も

身
体
も
満
た
し
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と

時
を
す
ご
し
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　

○
日
時　

平
成
27
年
1
月
20
日（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

○
場
所　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
３
階
・
小
ホ
ー
ル
）

○
講
師　

森も
り
し
た下

敬の
り
こ子　

氏

○
対
象　

２
个
月
～
１
歳
ま
で
と
そ

　
　
　
　

の
保
護
者

○
定
員　

20
組

○
持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル
・
フ
ェ
イ

　

ス
タ
オ
ル
・
お
茶
（
親
子
共
）
動

　

き
や
す
い
服
装　
　
　
　
　
　
　

＊
希
望
者
の
方
は
12
月
15
日
（
月
）

～
22
日
（
月
）
ま
で
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

申
・
問

　

岩
出
市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
61
‐
２
９
８
３

1 月 対         象 あそび 場所・時間 定員

19 日（月）

26 日（月）

２歳児

（平成 23 年 4 月 2 日生～

平成 24 年 4 月 1 日生） 鬼の面作り

ごっこ遊び

総合保健福祉センター

午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分
15 組

13 日（火）

27 日（火）

１歳児

（平成 24 年 4 月 2 日生～

平成 25 年 4 月 1 日生）

総合保健福祉センター

午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分
10 組

16 日（金）

23 日（金）

0 歳児

（平成 25 年 4 月 2 日以降に生）
鬼の面作り

総合保健福祉センター

午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分
10 組

2014・12　広報いわで　　22

～岩出市母子保健推進員による～

子育てひろば　あいあい （平成 26 年度）

 12月17日（水）
和室２８帖

（変更する場合有り）

   1月21日（水）
   2月18日（水）
   3月18日（水）

◆日時　毎月第 3 水曜日　午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分

◆場所　総合保健福祉センター　2 階　和室・プレイルーム

　　　  （この時間中でしたら、自由に入室・退室できます。）

午前 8 時に警報が出ている場合は中止させていただきます。

主　催：岩出市母子保健推進員

パパママ教室（妊婦教室）
受付時間 9:45 ～ 10:00（予約制）
24 日（水）

内容：ママの体操、赤ちゃん体操

※おじいちゃん・おばあちゃんの参加もお待ちしています。

持ち物：お子さんに必要な物。

        　　飲食は原則的に禁止ですが、お茶のみ O.K です。

問　保健推進課　☎ 61 ‐ 2400 　保健推進課　☎ 61 ‐ 2400 

１人で来ても

仲間に入ろう
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相談 日時 場所 内容 問い合わせ先

消費生活相談
（岩出市開設）

9日（火）・16日（火）
午後1時～4時

総合保健福祉センター　3階
会議室B（9日）
中央公民館  2階  会議室（16日）

　悪質訪問販売や架空請求、貸金業者
からの借金問題などの消費者問題に
ついてご相談ください。
　紀の川市開設日もご利用いただけ
ます。

市長公室
（内線114）

消費生活相談
（紀の川市開設）

10日（水）・24日（水）
午後1時～4時

紀の川市役所南別館
2階相談室（小）

紀の川市商工観
光課☎79-3919

行政相談
17日（水）
午後1時～3時

総合保健福祉センター
3階　会議室B

　行政サービスに関する苦情、行政の
仕組みや手続等、どんなことでもお気
軽にご相談ください。

市長公室
（内線119）

人権相談
9日（火）
午後1時～4時

総合保健福祉センター
　人権問題ではないだろうかと感じ
たときは、気軽にご相談ください。人
権擁護委員が相談に応じます。

福祉課

（内線321）

教育相談
月～金（祝日除く）
午前8時45分～
　　 午後5時30分

○スクールカウンセラー
　・山崎北小学校・上岩出小学校
　・岩出中学校・岩出第二中学校
○スクールソーシャルワーカー
　・岩出第二中学校
○適応指導教室「フレンド」
○岩出市青少年センター

　
　岩出市内の小中学生や保護者の方
を対象に、学習や生活、子育て等教育
全般に関する相談を受け付けていま
す。

・在籍の小中学校
・適応指導教室 
☎62-0892

・青少年センター
☎61-7007

・教育総務課
 （内線290）

子育て相談

月～金（祝日除く）
午前9時～午後5時

和歌山県立医科大学
小児成育医療支援室

　子育ての悩みなどの相談を受け付
けています。電話で相談後、相談内容
で面談が必要であれば、予約日を決め
て来院していただきます。

和歌山県立医科
大学小児成育医
療支援室☎
073-441-0808

毎週木曜日
午後2時～4時

公立那賀病院

健康相談
毎週月曜（祝日除く）
午前9時30分～11時

総合保健福祉センター 健康や育児等について
保健推進課
☎61-2400

労働者の
健康相談

１日（月）
午後１時30分～
　　　　3時30分

かきはら胃腸科内科

（岩出市今中105-2）

相談料　無料　

※事前予約必要

当番産業医の医院・診療所で健康相談

を行います。

伊都・那賀地域産

業保健センター

☎78‐3875
那賀医師会

☎77-3151

ふれあい専門
相談

毎週月曜・金曜日
（祝日除く）

午前9時～午後4時

総合保健福祉センター

家事（離婚、相続、遺言、夫婦関係等）・
事故・民事（破産・損害賠償等）・刑事・
行政・労働問題など

社会福祉協議会

☎63-3246
ふれあいなん
でも相談

第3火曜日
午後1時～4時

税務相談

岩出市役所☎ 62-2141（代）

困 ったときは

こちらまで

相談してください困12
月

  

子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果

くらしの情報
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昨
今
、
市
民
会
議
で
は
、
青
少
年
の

健
全
育
成
の
た
め
に
、
家
庭
・
学
校
・

地
域
が
連
携
を
保
ち
、
孤
立
す
る
人

が
な
く
な
る
よ
う
な
活
動
が
大
切
と

考
え
、「
あ
い
さ
つ
運
動
・
見
守
り

活
動
」
を
通
じ
て
子
ど
も
と
ふ
れ
合

い
、「
お
互
い
顔
の
見
え
る
温
か
い

関
係
」
を
築
く
た
め
、
様
々
な
事
業

を
行
い
、
地
域
の
力
へ
と
つ
な
が
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

☆
地
区
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

地
区
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
の
案
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生涯学習課　青少年女性係　☎ 62-2141（内線 281・282）

青少年健全育成 コーナー

岩
出
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
地
区
委
員
選
任
の
お
願
い

☆
組
織
に
つ
い
て

　

岩
出
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議

は
、
青
少
年
の
健
や
か
な
成
長
を
願

い
、
各
種
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る

団
体
で
あ
り
、
そ
の
活
動
に
積
極
的

に
参
加
・
協
力
い
た
だ
く
地
区
委
員

の
方
を
各
区
・
自
治
会
か
ら
選
任
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

☆
役
割
に
つ
い
て

　

地
域
で
の
つ
な
が
り
が
希
薄
化

し
、
孤
独
や
不
安
を
感
じ
な
が
ら
子

育
て
し
て
い
る
方
が
増
加
し
て
い
る

内
を
12
月
、
区
・
自
治
会
長
届
と
一

緒
に
送
付
し
ま
す
。

　

ま
た
、
２
月
の
区
・
自
治
会
長
会

議
で
も
お
願
い
す
る
予
定
で
す
。
子

ど
も
が
皆
さ
ん
の
地
区
に
い
な
く
て

も
、
岩
出
市
民
と
し
て
岩
出
市
を
担

う
青
少
年
の
健
全
育
成
に
一
緒
に
お

取
り
組
み
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

Ｑ
地
区
委
員
の
活
動
は
い
つ
か

　

ら
い
つ
ま
で
で
す
か
？

Ａ
４
月
～
翌
年
３
月
で
す
︒

　

岩
出
市
青
少
年
育
成
市
民
会

議
で
は
、
地
区
委
員
の
任
期
は

「
４
月
～
翌
年
３
月
」
と
な
り

ま
す
。

　

地
区
委
員
の
選
任
が
12
月
、

活
動
は
４
月
か
ら
、
そ
れ
ま
で

は
旧
地
区
委
員
で
あ
た
る
と
調

整
さ
れ
て
い
る
区
・
自
治
会
も

あ
り
ま
す
。

Ｑ
地
区
委
員
の
活
動
と
し
て
ど

　

ん
な
こ
と
を
し
ま
す
か
？

Ａ

①
「
あ
い
さ
つ
運
動
」「
見
守

り
活
動
」
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
︒

　

市
民
会
議
が
推
進
し
て
い
る

通
学
路
に
立
っ
て
子
ど
も
た
ち

に
声
か
け
を
行
う
と
と
も
に
、

子
ど
も
の
安
全
を
見
守
る
「
あ

い
さ
つ
運
動
」「
見
守
り
活
動
」

に
で
き
る
だ
け
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

②
「
地
区
育
成
会
の
加
入
」
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
︒

　

地
区
育
成
会
と
は
、
地
域
で

大
人
が
子
ど
も
の
た
め
に
活
動

す
る
と
い
う
趣
旨
の
も
と
組
織

さ
れ
て
い
る
会
で
す
。

　

子
ど
も
の
た
め
、
ま
た
地
域

を
つ
な
ぐ
役
割
も
担
う
意
義
深

い
組
織
で
す
。

③
岩
出
市
青
少
年
育
成
市
民
会

議
お
よ
び
各
支
部
実
施
事
業
へ

の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
︒

　

講
演
会
、
岩
出
市
青
少
年
育

成
市
民
大
会
、
ス
ポ
ー
ツ
大

会
、
ま
た
各
支
部
会
へ
の
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
得
た
知
識
を
地
区
委

員
と
し
て
区
・
自
治
会
へ
広
め

て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　

青
少
年
や
大
人
が
個
々
の
体
力
や
年
齢
に
応
じ

た
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
楽
し

み
、
出
会
い
や
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
参
加
の
喜
び

を
分
か
ち
合
い
、
地
域
全
体
の
力
を
深
め
ま
す
。

○
場
所

　

岩
出
市
立
市
民
総
合
体
育
館

○
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

玉
入
れ
（
支
部
対
抗
）

　

綱
引
き
（
支
部
対
抗
）

　

綱
引
き
（
中
学
生
以
上
対
抗
）

　

力
を
合
わ
せ
て
（
地
域
（
育
成
会
・
区
自
治
会

等
）
対
抗
）

　

ジ
ャ
ン
ケ
ン
ゲ
ー
ム
（
全
員
）

　

Ｇ
Ｏ
！
Ｇ
Ｏ
！
Ｇ
Ｏ
！
（
全
員
）

　

岩
出
お
ど
り
（
全
員
）

　

表
彰
式

※
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
を

　

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
市
民
の
方
は
ど
な

　

た
で
も
参
加
い
た

　

だ
け
ま
す
。
ど

　

う
ぞ
お
越
し
く

　

だ
さ
い
。

※地区委員活動 Q ＆ A ※

ス
ポ
レ
ク
フ
ェ
ス
タ
開
催

12
月
13
日
︵
土
︶
午
後
1
時
～

人
権
を
考
え
る
つ
ど
い
発
表
作
文
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「
私
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」

（学年は発表当時の学年です）
岩出第二中学校 3 年

東
あずま

　志
しほ

帆 8/8回

小
中
学
生
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

人
権
を
考
え
る
つ
ど
い
発
表
作
文

　

私
の
祖
母
は
、
昔
、
交
通
事
故
に

あ
っ
た
た
め
、
思
う
よ
う
に
言
葉
が

話
せ
な
か
っ
た
り
、
同
じ
こ
と
を
何

回
も
話
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
私
は
そ
ん
な
祖
母
し
か
知
ら
な

い
し
、
特
に
違
和
感
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

で
も
、
私
が
小
学
生
に
な
っ
た

頃
、
祖
母
と
出
か
け
る
と
、
周
り
の

人
が
祖
母
の
こ
と
を
、
変
な
人
が
い

る
と
で
も
言
い
た
そ
う
な
目
で
見
て

い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の
頃

か
ら
、
私
は
、「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
っ

て
、
周
り
の
人
と
少
し
違
う
ん
か

な
。」

と
、
思
い
始
め
ま
し
た
。
で
も
、
今

思
え
ば
、
そ
れ
は
、
障
害
者
に
対
す

る
差
別
だ
し
、
と
て
も
ひ
ど
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
本
人
は
も
ち
ろ
ん

だ
け
ど
、
私
た
ち
家
族
も
、
と
て
も

悲
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
祖

母
も
一
人
の
人
間
だ
し
、
そ
の
こ
と

を
認
め
あ
っ
て
い
く
こ
と
が
、
一
番

大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
は
、
障
害
者
や
老
人
、

妊
婦
さ
ん
達
に
対
し
、
電
車
で
席
を

ゆ
ず
っ
た
り
、
手
を
貸
し
た
り
す
る

と
い
う
、
当
た
り
前
の
こ
と
が
、
あ

ま
り
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
行
動
し

よ
う
と
思
っ
て
も
、
な
か
な
か
言
い

出
せ
な
い
と
い
う
人
も
い
る
と
思
い

ま
す
。
以
前
の
私
も
そ
の
中
の
一
人

で
し
た
。
で
も
、
誰
か
が
行
動
し
な

け
れ
ば
何
も
始
ま
ら
な
い
し
、
実
際

私
も
、
何
も
で
き
ず
に
後
悔
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
初
め
て
電
車
で
席

を
ゆ
ず
っ
た
と
き
、
心
が
ス
カ
ッ
と

し
た
し
、
自
分
自
身
も
う
れ
し
か
っ

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
そ
う
い

う
、
ち
ょ
っ
と
し
た
小
さ
な
行
動
で

も
、
支
え
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
今
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
学

校
へ
行
き
、
勉
強
し
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
当
た
り
前
の
生
活
が
あ
る
こ
と

が
、一
番
幸
せ
な
ん
だ
と
、時
々
思
っ

た
り
し
ま
す
。
世
界
に
は
、
障
害
が

あ
り
、
学
校
に
行
け
な
い
子
や
、
長

く
生
き
ら
れ
な
い
子
が
た
く
さ
ん
い

ま
す
。
そ
ん
な
中
、
健
康
に
過
ご
す

こ
と
が
で
き
て
い
る
私
は
、
と
て
も

恵
ま
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

で
す
が
、
時
々
こ
ん
な
こ
と
を
耳

に
し
ま
す
。

「
お
ま
え
、
身
障
か
よ
。」

と
か
、

「
○
○
ち
ゃ
ん
っ
て
身
障
み
た
い
。」

誰
か
の
こ
と
を
、
身
体
障
害
者
を
身

障
と
略
し
、
か
ら
か
っ
て
い
る
の
で

す
。
そ
の
時
私
は
、
腹
が
立
っ
た
と

同
時
に
、
と
て
も
悲
し
く
な
り
ま
し

た
。

「
ど
う
し
て
、
こ
ん
な
こ
と
を
軽
々

し
く
言
え
る
ん
だ
ろ
う
。」

そ
う
思
い
ま
し
た
。
私
は
、祖
母
が
、

今
で
も
リ
ハ
ビ
リ
に
通
い
、
頑
張
っ

て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
。
み

ん
な
が
一
生
懸
命
に
、
今
を
生
き
て

い
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
ほ

し
い
で
す
。
も
し
自
分
が
、
も
し
く

は
自
分
の
家
族
が
、
そ
ん
な
ふ
う
に

言
わ
れ
た
ら
悲
し
い
は
ず
で
す
。
そ

れ
に
、
言
っ
た
方
も
決
し
て
い
い
気

は
し
な
い
で
し
ょ
う
し
、
誰
も
得
を

し
ま
せ
ん
。
私
は
改
め
て
そ
う
感
じ

ま
し
た
。

　

私
は
、
祖
母
と
一
緒
に
生
活
を
し

て
い
く
中
で
、

「
一
人
ひ
と
り
、
み
ん
な
違
っ
て
い

い
ん
だ
。」

と
い
う
こ
と
を
強
く
感
じ
て
い
ま

す
。
少
し
、
話
し
方
や
歩
き
方
が
違

う
と
い
う
こ
と
だ
け
で
、
差
別
さ
れ

て
し
ま
う
の
は
、
と
て
も
悲
し
い
で

す
。
欠
け
て
い
る
部
分
を
お
互
い
お

ぎ
な
い
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
の

は
、
人
間
み
ん
な
同
じ
で
す
。
そ
の

こ
と
を
認
め
あ
っ
て
生
き
て
い
き
た

い
で
す
。

　

私
は
今
日
、
誰
か
の
役
に
立
て
た

の
だ
ろ
う
か
。
誰
に
手
助
け
し
て
も

ら
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
明

日
は
誰
か
の
た
め
の
私
で
あ
り
た
い

で
す
。

○次のすべてにあてはまる住宅が対象です。
・昭和 56 年 5 月 31 日以前に着工された 住宅
・専用住宅、併用住宅（1/2 以上が住宅）、長屋、共同住宅
・2 階建て以下、延床面積 200㎡以下

問　都市計画課（内線 222・225）

住宅の耐震化事業のご案内 非木造住宅（鉄骨造など）も補助対象に！

まずは耐震診断を受けませんか？

木　造：無料です。
非木造：診断費用の２／３

（最大 89,000 円補助）
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図書館 へ

岩出図書館

行こう

（根来1472-1）

図書館へ

岩出図書館

行こう
本や行事についてのお問い合わせは電話でどうぞ！

（根来1472-1）
TEL.62-7222　FAX.62-7150

12月のカレンダー
開館時間　　岩出図書館　午前10時～午後７時
　　　　　　岩出図書館を除く分館・分室　午前10時～午後6時30分

岩出図書館・駅前ライブラリー・総合保健福祉センター図書室 中央公民館図書室・上岩出地区公民館図書室

☆本はおひとり５冊まで２週間借りることができます。
☆視聴覚資料はおひとり３点まで１週間借りることができます。

印は休館日です。

休館中の本の返却は、図書館正門右の返却ポスト、または駅前ライブラリーの返却ポストをご利用ください。
なお、12月29日～1月3日の休館時は、図書館玄関右のブックポストをご利用いただきますようお願いします。
ただし、ＤＶＤ・ビデオ・ＣＤなどの視聴覚資料、紙芝居など、破損の恐れのある資料は開館時に直接カウンター
にお返しください。

印は岩出図書館休館日のため、閲覧のみで、貸出・延長はで
きません。

日 土金木水火月 日 土金木水火月

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

○図書館ボランティアによるおはなし会
  7 日（日） ・ 14 日（日）・・・「おはなしドロップス」

21 日（日）・28 日（日）・・・「おはなしのとびら」

　午後１時３０分から

　岩出図書館おはなし室

13 日（土）・・・「おはなしのじかん」　

　午後 2 時から　

　総合保健福祉センター図書室　おはなし室

○図書館スタッフによるおはなし会
27 日（土）・・・「おはなしパレット」

　午後３時から

　岩出図書館おはなし室

12 月のおはなし会

27 日（土）・・・「おはなしパレット」

イルミネーションをお楽しみください

広告入り図書館用品の寄贈のお願い

　毎年恒例のクリスマスイルミネーションを 12 月 6

日 ( 土 ) から 12 月 23 日 ( 火・祝 ) まで、図書館玄関

前のロータリーで行っています。点灯時間は午後 4

時 30 分～午後７時です。クリスマスイルミネーショ

ンで皆さまのお越しをお待ちしております。

なお、諸般の事情で点灯時間等を変更す

る場合がありますので、ご了承ください。

図書館 DVD 上映会 映画の原作本を展示します

日時　12 月 20 日（土）　

　　　　開場　午後 1 時 45 分　開演　午後 2 時

場所　岩出図書館　大会議室

　　　＊入場は無料です（先着 100 名）

期間　平成 26 年 12 月 6 日（土）～

　　　平成 27 年 2 月 11 日（水・祝）

場所　岩出図書館　展示コーナー

　映画の原作になった本やノベライズ本を展示しま

す。

　岩出図書館では、利用者サービスの一層の向上を図

るため、「広告を掲載した物品」の寄贈を募集します。

（例えば、以下のような物品をご提案ください。)

　　○図書館カレンダー　　○レシート用紙　　

　　○館内用バッグ　　　　○その他

　物品の仕様、募集期間、広告の入れ方などの詳細は、

お手数ですが岩出図書館ウェブサイトにてご確認願い

ます。ご関心のある方は、どうぞお気軽にお問い合わ

せください。

期間限定！図書の貸出が 10 冊に！

　年末年始にゆっくり本を読んでいただくため、次

の期間は、図書を最多で 10 冊まで借りることがで

きます。

　ぜひ、ご利用ください。

○期　　間　12 月 15 日（月）～ 12 月 28 日（日）

○貸出期間　通常どおり２週間

※視聴覚資料（貸出期間１週間３点）・複製画（貸

出期間 1 ヵ月）

●アイス・エイジ 2

ンで皆さまのお越しをお待ちしております。
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まちの
iwade    town   information

  ～岩出市の話題を紹介します～

パ
シャ話題

一生懸命がんばりました！

　大宮緑地総合運動公園にて開催し、6,914 名の方々が

参加されました。綱引きやリレーなどでは、皆さん優勝

を目指し、白熱した競技が繰り広げられていました。

第 9 回岩出市民運動会を開催しました 10／19
立ち止まって考えてみよう

　岩出市人権啓発推進委員会、那賀振興局、市が協力し

て、通勤・通学などで駅を利用される方々に啓発グッズ

を配布し、人権尊重意識の普及高揚を図りました。

「同和運動推進月間」「人権を考える強調月間」 11／4

作品展示に発表に！

　第９回岩出市文化祭を 11 月１日・２日の２日間にわ

たり開催しました。

　また、前夜祭として 10 月 31 日に生涯学習を考える

つどい「中島朱葉カルテットジャズコンサート」を行い、

双方とも多くの方にご来場いただきました。

　文化祭においては、展示の部で市民の皆様や市内の子

第 9 回岩出市文化祭を開催しました 11／1.2
どもたちによる力作が数多く出展され、また、小ホール

では文化協会芸能部の方が歌や踊りを、園児たちが可愛

い演技を披露してくれました。ふれあいの広場や各種

コーナーにおいても多彩な催しが行われ、多くの方で賑

わい、楽しんでいただきました。
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　来年、本県で「紀の国わかやま国体」「紀の国わ

かやま大会」が開催されます。

　全国から訪れる多くの選手や監督、観覧者の皆さ

んを温かい「おもてなしの心」でお迎えし、国内最

大のスポーツの祭典を成功させるためには、市内の

企業や団体、個人の皆さんなどから協賛にご協力い

ただくことが必要です。

　本市では市民総参加で大会を推進していきたいと

考えていますので、ご理解とご協力をお願いしま

す。

◆募集期間　平成 27 年 8 月 31 日（月）まで

◆協賛物品例
　・おもてなし装飾品（のぼり旗等）の提供

　・広報啓発物品（きいちゃんグッズ等）の提供

　・大会運営物品（大会スタッフのユニフォーム

　　等）の提供

　・競技運営用事務機器等の提供や自動車等の無

　　償貸与

　・大会参加者への記念品や PR 用配布物等の提

　　供など

◆協賛者特典
　・岩出市ウェブサイト紀の国わかやま国体・大

　　会コーナーでの紹介や各競技プログラムへの

　　掲載など、申込方法等を事務局から連絡しま

　　すので、まずは電話か、E メール（kokutai@

　　city.iwade.lg.jp）でお知らせください。　

　　問　国体推進室　☎ 62 ‐ 2141（内線 385）

紀の国わかやま国体・
紀の国わかやま大会への

協賛を募集します！

　国体開催の時はチームの中で年長になり

ます。ですから私がチームをひっぱり、盛

り上げていきたいです。

　体操は、華麗でダイナミックな表現力が

魅力です。見ただけで「すごい」と思って

いただけるので、ぜひ見に来てください。

インタビュー
国

体

和歌山北高等学校
玉井　翔子さん

岩出市にゆかり

のある国体強化

選手を紹介！

　11 月 6 日～ 9 日、紀の川ボウルにおいて、

紀の国わかやま国体競技別リハーサル大会

である内閣総理大臣杯・文部科学大臣杯争

奪第 43 回全国都道府県対抗ボウリング選

手権大会を開催しました。

　各チームが熱戦を繰り広げ、団体総合で

は大阪府が優勝、和歌山県が準優勝、静岡

県が 3 位に輝きました。

　また、ボランティアの方々が会場をサ

ポート！選手たちに気持ち良くプレーして

いただきました。

　

リハーサル大会を

開催しました！


